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第 1回 BIM ライブラリ技術研究組合(BLCJ）建築部会議事次第 


 


日  時：   令和元年１１月２８日(木) 15:00～17:00 


場  所：   BIM ライブラリ技術研究組合会議室 


 


議  事 


 


1. 建築部会参加メンバー紹介 


 


2. BIM ライブラリ技術研究組合(BLCJ)の経過及び研究体制 


 


3. BLCJ の 2019 年度事業計画について 


 


4. 昨年度 PRISM の課題整理報告 


 


5. 建築 BIM 推進会議経過報告 


 


6. その他 
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資料 1 
 


BIM ライブラリ技術研究組合の技術運営委員会等の設置及び運営に関する細則 
 
 
 


BIM ライブラリ技術研究組合の活動を的確に推進・調整・実施するため、技術運営委員
会、部会、ワーキンググループ、タスクグループを設置し、以下にその細則を定める。 
 
1. 技術運営委員会は以下のとおりとする。 


(1) 技術運営委員会は技術に関する課題を総合的に検討し、各部会に共通する重要な事
項について決定する。 


(2) 委員⻑はプロジェクトリーダーとする。 
(3) 委員は部会⻑、副部会⻑、ワーキンググループ主査、タスクグループ主査とする。ま


た委員⻑は必要に応じてその他の者の参加を求めることができる。 
(4) 技術運営委員会の下に各部会を設置する。 


 
2. 部会は以下のとおりとする。 


  部会は、オブジェクトの標準化、オブジェクト・ライブラリ作成を分担して行う。 
(1) 在り方部会 
・BIM ライブラリのビジネスモデル、ライブラリの構築、オブジェクトの在り方、モニ


タリングに関する検討及び BIM に関する最新の情報交流を行う。 
(2) 建築部会 
・BIM ライブラリ標準(BLCJ 標準)のうち建築領域の(ELV、ユニット製品を含む)の作


成、改訂 
  ・同上に基づく建築領域のオブジェクトの作成 


(3) 設備部会 
・BIM ライブラリ標準(BLCJ 標準)のうち機械設備領域、電気設備領域の作成、改訂 
・同上に基づく機械設備領域、電気設備領域のオブジェクトの作成 
・BE-Bridge 仕様の改訂、活用 


(4) 運用部会 
  ・BIM ライブラリの運用に関する各種基準の作成 


・BIM オブジェクトの知的財産権等に関する検討 
(5) 連携部会 


 ・建築確認申請プロセスにおける BIM オブジェクト連携に関する検討、整理 
・BIM ライブラリ標準(BLCJ 標準)に基づく BIM オブジェクトと仕様情報との連携  


に関する検討、整理 
  ・BIM ライブラリ標準に基づくオブジェクトの実プロジェクトでの試行検討 


(6) 部会には部会⻑を置く。また副部会⻑を置くことができる。部会⻑は技術運営委員会
が推薦し、理事会で承認された者とし、総会に報告する。 
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(7) 部会⻑は部会を運営する。部会⻑は部会の下にワーキンググループを設置すること
ができる。ワーキンググループの設置は技術運営委員会の承認を得る。また部会⻑は、
必要な委員の参加を求めることができる。 


(8) 部会は、担当部分の実施計画及び毎年度の事業計画を作成し、総会に提出し、その承
認を得る。 


(9) 部会は、毎事業年度の事業報告を作成し、総会に提出し、その承認を得る。 
 
3．ワーキンググループ(以下「WG」という。)は以下のとおりとする。 
   部会の専門的なテーマを検討するために WG を置く。 


(1) 在り方部会 
①ビジネスモデル WG  ②ライブラリ WG  ③オブジェクト在り方検討 WG   
④モニタリング WG    ⑤情報 WG 


  (2) 建築部会 
①形状情報 WG   ②属性情報 WG   ③構造 WG   ④施工計画ＷＧ 
⑤建築オブジェクト作成 WG 


  (3) 設備部会 
①設備 WG      ②BE-BridgeWG 
③機械設備オブジェクト作成 WG  ④電気設備オブジェクト作成 WG 


  (4) 運用部会 
(5) 連携部会 


①建築確認 WG   ②仕様情報 WG 
   (6) WG には主査を置く。また副主査を置くことができる。主査及び副主査は技術運営


委員会で承認された者とする。 
   (7) 主査は WG を運営する。また必要な委員の参加を求めることができる。 
   (8) WG は、部会に必要な実施計画、毎年度の事業計画及び毎事業年度の事業報告の作


成を支援する。 
 
4．タスクグループ(以下「TG」という。)は以下のとおりとする。 
    タスクグループは、BIM の周辺技術に関して検討すべきテーマが設定された場合、技


術運営委員会の承認を経て設置することができる。 
 
5. 部会、WG 及び TG への参加希望者のオブザーバーとしての出席は、各々部会⻑、WG


主査及び TG 主査の了解を得る。ただし、国等の公共組織に属する者は常に参加できる。 
 
6．本細則の改正は理事会の承認を得る。 
 


本規約は令和 元年 9 月 2 日から施行する。 
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研究実施体制(2019 年 10 月 23 日) 
技術研究 
組合ﾞ 


理事⻑ 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀｰ 


奥田  修一 
寺本  英治 


BLCJ 理事⻑ 
BLCJ 専務理事 
 


在り方部会 
 
 
 
 
 


部会⻑ 
副部会⻑ 
ビジネスモデル WG 主査 
ライブラリ WG 主査 
ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ在り方検討 WG 主査 
モニタリング WG 主査 
情報 WG 主査 


安田  幸一 
山下  純一 
山下  純一 
寺本  英治 
安田  幸一 
 
⻤頭  篤⼦ 


東京工業大学 教授 
(一社)buildingSMART Japan 代表理事 
(再出) 
(再出) 
(再出) 
 
BLCJ 


建築部会 
 
 
 
 
 


部会⻑  
副部会⻑ 
形状情報 WG 主査 
属性情報 WG 主査 
構造 WG 主査 
施工計画 WG 主査 
建築ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ作成 WG 主査 


志手  一哉 
岩村  雅人 
石川  隆一  
網元  順也 
大越  潤 
志手  一哉 
石田  憲 


芝浦工業大学教授 
(株)日本設計 
(株)梓設計 
(株)佐藤総合計画 
大成建設(株) 
(再出) 
(株)日建設計 
 


設備部会 
 
 
 
 
 
 


部会⻑ 
副部会⻑・機械設備ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ
作成 WG 主査 
副部会⻑・電気設備ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ
作成 WG 主査 
設備 WG 主査 
BE-Bridge WG 主査 


一ノ瀬 雅之 
吉原  和正 
 
吉永  修 
 
焼山  誠 
谷内  秀敬  


首都大学東京准教授 
(株)日本設計 
 
(株)日建設計 
 
(株)大林組 
(一社)buildingSMART Japan 
 


運用部会 部会⻑ 
副部会⻑ 


山本  康友 
榊原  克⺒ 


首都大学東京客員教授 
(一社) buildingSMART Japan 
 


連携部会 
 


部会⻑ 
建築確認 WG 主査 
仕様情報 WG 主査 


山本  康友 
堀   直志 
堀   直志 


(再出) 
BLCJ 
BLCJ 
 


事務局 担当 
担当 
担当 
担当 


寺本  英治 
堀   直志 
⻤頭  篤⼦ 
山中  隆 


BLCJ 
BLCJ 
BLCJ 
BLCJ 


5/28







 
 


6/28







 
資料 2 


1 
 


2019 年度 BIM ライブラリ技術研究組合の事業方針及び事業計画の説明 
 


1. 2019 年度事業方針 


(1)概要 


2019 年度は、BIM ライブラリ技術研究組合(以下「技術研究組合（BLCJ）」という。)の初年度であ


り、BIM ライブラリの本格的な構築に取り組む年度である。 
特に 2018 年 10 月に確立した BIM オブジェクト標準(version1.0)(以下「BLCJ 標準」という。)の見


直し、官民研究開発投資拡大プログラム(PRISM)予算による「BIM オブジェクトライブラリの運用シ


ステムの試作検討業務」(以下「試作検討業務」という。)から得た知見を踏まえ、本格的な BIM ライ


ブラリの構築、オブジェクト作成、BLCJ 標準の見直し等を行い、2020 年秋の BIM ライブラリ運用開


始を目指すとともに、建築確認及び仕様情報との BIM オブジェクトの連携を図る。 
また技術研究組合の活動は、国土交通省に 2019 年 5 月に設置された建築 BIM 推進会議での重要な


取り組みのひとつの「BIM モデルの形状と属性情報の標準化」と位置付けられる。 
これらの活動に対し、技術研究組合として新たな体制を構築し、他と連携を図りながら取り組む。 
 


(2)重点取り組み事項 


 a.試作検討業務に基づく課題の整理   
前年度の試作検討業務で整理されたオブジェクト、ライブラリに関する課題を検討し、解決に取り組


む。 
(在り方部会、建築部会、設備部会担当) 


 b. BLCJ 標準(version1.0)の見直し 
ライブラリの実用化の視点、建築確認の BIM 化・仕様情報との連携、さらに建築 BIM 推進会議で


検討予定の日本版ワークフロー等を、BLCJ 標準に反映させる。 
(在り方部会、建築部会、設備部会、連携部会担当) 


c. BIM オブジェクトの作成 
「a.試作検討業務に基づく課題の整理」、ユーザーの利用しやすさ及び形状(図面での表記も含む)に
も留意し、オブジェクト作成に取り組む。さらに BIM ライブラリのオブジェクトとして必要な要求


水準を明確にしてオブジェクトを作成する。その際、必要に応じ外部団体等との連携を図る。さらに


メーカーオブジェクト作成支援のソフトウェア開発と組合員への提供を行う。 
(在り方部会、建築部会、設備部会担当) 


d. BIM ライブラリの構築に向けて基本・詳細仕様の整理及び構築の準備 
「a.試作検討業務に基づく課題の整理」、ユーザーの利用しやすさ及び当該 BIM ライブラリの特色


を明確にして、2020 年秋の利用開始を目途にライブラリ構築準備に取り組む。構築は組合員を主体


に担当組合員を選定する。またビジネスモデルを設定し、その検証を可能とするため、すべての収


入・支出と変動要因を把握する。必要に応じ外部団体等との連携を図る。 
(在り方部会担当) 


e. 日本版ワークフロー、建築確認、仕様情報等との連携 
建築 BIM 推進会議で検討が予定される日本版ワークフローの検討、建築確認の BIM 化、仕様情報


等との連携を図る。連携の成果を BLCJ 標準、オブジェクト作成、ライブラリ構築に反映する。 
(連携部会、建築部会、設備部会担当) 


f. 運用規約類の確定、運用・モニタリング体制・方法の検討 
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資料 2 


2 
 


ライブラリ運用規約類の整合性等を確認し、確定する。また運用開始に向けた BIM ライブラリの運


用・モニタリング体制、モニタリング方法を検討する。 
(在り方部会、運用部会担当) 


 g. 他分野等の先進的技術の適用可能性の把握 
GIS、IoT、AI、FM、資産運用・評価等への適用事例に関する情報を収集する。 
(在り方部会担当) 


h. 事務局機能の強化 
事務局体制を拡充し、事務局活動、広報活動等を強化する。 
 


2. 2019 年度事業計画 
(1) 技術運営委員会 


各部会に共通する重要な技術的事項の検討、決定のため、必要に応じて開催する。 
(2) 部会、ワーキンググループ(WG)、タスクグループ(TG) 


部会は 3 か月に 1 回程度開催する。WG は、2 週間または次の部会までに 1 回程度開催する。 
TG は、設置後は、必要な頻度で開催する。各部会等の活動は目標を定めて行う。 
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リ
ン


グ
を


行
う


。
検


討
結


果
〇


〇
〇


〇
〇


〇
〇


〇
〇


〇
〇


●


-
2
積


算
及


び
工


事
仕


様
に


係
る


情
報


と
の


連
携


手
法


の
検


討
積


算
コ


ー
ド


類
、


工
事


仕
様


書
の


記
載


事
項


と
B
I
M
オ


ブ
ジ


ェ
ク


ト
ラ


イ
ブ


ラ
リ


デ
ー


タ
の


属
性


情
報


が
連


携
可


能
か


検
討


す
る


。
検


討
結


果
〇


〇
〇


〇
〇


〇
〇


〇
〇


〇
〇


●


〇
●


〇
-


●
●


●
-


●
●


●
●


-
-


●
●


●


-
3
部


位
・


部
品


を
代


表
す


る
ラ


イ
ブ


ラ
リ


デ
ー


タ
の


作
成


B
I
M
オ


ブ
ジ


ェ
ク


ト
ラ


イ
ブ


ラ
リ


デ
ー


タ
の


拡
充


B
I
M
オ


ブ
ジ


ェ
ク


ト
ラ


イ
ブ


ラ
リ


デ
ー


タ
の


配
信


環
境


の
開


発


法
適


合
判


定
等


に
必


要
な


情
報


連
携


手
法


の
検


討


-
1
既


存
の


B
I
M
オ


ブ
ジ


ェ
ク


ト
ラ


イ
ブ


ラ
リ


デ
ー


タ
に


係
る


調
査


設
計


事
務


所
、


ゼ
ネ


コ
ン


、
ソ


フ
ト


ベ
ン


ダ
ー


の
保


有
す


る
B
I
M
オ


ブ
ジ


ェ
ク


ト
の


調
査


-
2
B
I
M
オ


ブ
ジ


ェ
ク


ト
ラ


イ
ブ


ラ
リ


デ
ー


タ
形


状
・


属
性


情
報


に
係


る
仕


様
案


の
確


定


注
：


●
は
P
R
I
S
M業


務
の


主
担


当
で


報
告


書
を


含
む


成
果


物
作


成
を


行
う


、
　


〇
は


当
該
P
R
I
S
M業


務
の


検
討


に
参


加
し


調
査


票
作


成
・


ヒ
ア


リ
ン


グ
・


発
信


等
を


支
援


　
　


　
　


　
　


　　


　
　


「
-
」


は
W
G
で


の
情


報
共


有
は


市
内


が
、


部
会


で
は


情
報


共
有


を
図
る


在
り


方
部
会


建
築


部
会


設
備


部
会


連
携


〇
〇


〇
●


●
〇


調
査


結
果


〇
要


件
定


義
書


と
し


て
整


理
〇


〇


〇
〇


〇
●


〇
〇


BI
M
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
の
拡
充
と
法
適
合
判
定
等
に
必
要
な
情
報
連
携
手
法
の
開
発


有 有


〇
●


●
●


●
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1 
 


資
料


4 
20


18
年
度


PR
IS


M
の
課
題
整
理


 
■


W
G
の
略
称
と
担
当
 
 


 
建
築
Ｗ
Ｇ
：
建
築
部
会
建
築
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
作
成


W
G、


 
設
備


W
G：


設
備
部
会
機
械
設
備
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト


W
G
及
び
電
気
設
備
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト


W
G 


 
ﾋﾞ
ﾞｼ
ﾞﾈ
ｽ


W
G:
：
在
り
方
部
会
ﾋﾞ
ｼﾞ
ﾈｽ
ﾓﾃ
ﾞﾙ


W
G、


 
 
 
 
 
 
 


ﾗｲ
ﾌﾞ


W
G：


在
り
方
部
会
ラ
イ
ブ
ラ
リ


W
G 


 
ｵﾌ
ﾞｼ
ﾞｪ
ｸﾄ


W
G：


在
り
方
部
会
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
在
り
方
検
討


W
G 


 
技
術
運
営
：
技
術
運
営
委
員
会


(旧
合
同
コ
ア
部
会


) 
 


採
用
：
〇
採
用
す
る
、
×
採
用
し
な
い
、
△
要
検
討
、
未
定
 
 
 
 
●
 
主
担
当
、
 
 
〇
 
サ
ブ
担
当


 
 


建
築


 
W


G 
設
備


 
W


G 
ﾋﾞ
ｼﾞ
ﾈ 


ｽ
W


G 
ﾗｲ
ﾌ


 ゙
W


G 
ｵﾌ
ﾞｼ
ﾞｪ


ｸﾄ
W


G 
技
術


 
運
営


 
採
用


 
 


  


(1
)試


作
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
課
題
と
対
応


 
 


 
 


 
 


 
 


 
①
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
で
な
い
こ
と


 
●


 
●


 
●


 
●


 
 


●
 


△
 


対
象
部
品
の
特
性
や
実
務
で
の
利
用
の
し
や
す
さ


を
考
慮
し
て
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
（
ネ
イ
テ
ィ
ブ
デ


ー
タ
）
を
加
え
る
か
表
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
を
多
数


作
成
（
中
間
フ
ァ
イ
ル
）
か
を
分
類


 
②
設
定


LO
D 


〇
 


〇
 


●
 


 
●


 
●


 
〇


 
縮
尺
に
応
じ
た
２
次
元
表
現
は
設
計


11
社
会
等
と


要
調
整
、
表
形
式
の
図
面
（
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
集


計
機
能
な
ど
）
の
配
信
も
視
野
に
入
れ
て
概
ね
合


意
で
き
る


LO
D
で
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
オ
ブ
ジ
ェ
ク


ト
を
作
成
（
複
数
の


LO
D
を
用
意
し
な
い
）


 
③
分
類


 
●


 
 


●
 


 
●


 
●


 
〇


 
レ
イ
ヤ
ー
ド
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
（
床
、
壁
、
天
井
）


は
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
特
性
に
応
じ
て
ネ
イ
テ
ィ
ブ


デ
ー
タ
を
配
信
（
標
準
を
示
す
だ
け
と
す
る
ソ
フ


ト
ウ
エ
ア
も
あ
り
得
る
）、


3次
元
で
の
層
表
現
の


標
準
は
⑤
の
検
討
結
果
に
従
う


 
④
デ
ー
タ
タ
イ
プ


 
●


 
●


 
●


 
 


 
●


 
〇


 
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
属
性
項
目
の
入
力
例
や
使


用
す
る
ラ
ベ
ル
の
一
覧
を
配
信


 
⑤
定
義


 
〇


 
〇


 
●


 
 


●
 


●
 


〇
 


ネ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ー
タ
の
配
信
や
基
本
設
計
で
の
一


般
的
な
利
用
に
配
慮
し
た
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
オ
ブ
ジ


ェ
ク
ト
の
要
求
仕
様
の
設
定
と
作
成
さ
れ
た
オ
ブ
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2 
 


ジ
ェ
ク
ト
の
確
認
実
施


 
技
術
的
な
改
善


/そ
の
他


 
⑥


BL
C
用
分
類
シ
ス
テ
ム
は
別
途
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド


 
⑦


BL
C
認
定
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
証
明
は
？


 
⑧
ス
イ
ッ
チ
、
コ
ン
セ
ン
ト
類
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
作
成


 
⑨
品
質
設
定
が
あ
い
ま
い
で
結
果
が
ば
ら
つ
く


 
⑩


Re
vi


t等
は
ビ
ュ
ー
ア
の
た
め
に


DW
G
が
必
要


 
⑪


BL
C
標
準
に
合
わ
せ
る
た
め
、
堅
苦
し
い


 
⑫
管
理
番
号
の
ル
ー
ル
づ
く
り
が
必
要


 
⑬
壁
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
フ
ァ
イ
ル
で
の
課
題


 


    〇
 


   ●
 


〇
 


 ●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


 ●
 


●
    ●
 


●
 


    ●
    


 
●


 


 ●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


 △
 


〇
 


〇
 


〇
 


×
/△


 


△
 


〇
 


〇
 


 ・
分
類
シ
ス
テ
ム
は
別
途
開
発
が
必
要
だ
が
…
。


 
・
プ
ロ
セ
ス
、
表
示
の
検
討
が
必
要


 
・
作
成
し
て
ほ
し
い
。


 
②
⑤
と
も
共
通
で
要
求
性
能
仕
様
を
設
定


 
画
面
設
計
で
検
討
す
る
が
、
写
真
で
十
分
。


 
取
り
扱
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成


 
ル
ー
ル
が
必
要


 
③
参
照


 


  
建
築


 
W


G 
設
備


 
W


G 
ﾋﾞ
ｼﾞ
ﾈ 


ｽ
W


G 
ﾗｲ
ﾌ


 ゙
W


G 
ｵﾌ
ﾞｼ
ﾞｪ
ｸ


ﾄ
W


G 
技
術


 
運
営


 
採
用


 
 


事
務
局
案


 


(2
)試


作
運
用
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
課
題
と
対
応


 
 


 
 


 
 


 
 


 
ビ
ュ
ー
ア
ー
に
関
し
て


 
①
ビ
ュ
ー
ア
ー
の
確
認
内
容
が
少
な
い
の
で
不
要
で
は
。


 
②
Ｄ
Ｗ
Ｇ
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
よ
る
制
約
あ
り
。


 


 
 


 ●
 


●
 


 ●
 


●
 


 
 ●
 


●
 


 
×


/△
 


×
/△


 


 (1
) ⑩


参
照
。
削
除
の
方
向
。


 
同
上


 
検
索
機
能
の
拡
充


 
③
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
対
応
の
メ
ー
カ
ー
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
検
索


 
④
メ
ー
カ
ー
名
、
型
式
名
称
、
型
番
で
検
索


 
⑤
フ
リ
ー
キ
ー
ワ
ー
ド
で
の
検
索
機
能
が
必
要


 


 
 


 ●
 


●
 


●
 


 ●
 


●
 


●
 


 
 ●
 


●
 


●
 


 〇
 


〇
 


〇
 


 当
初
か
ら
想
定
し
た
機
能
（
標
準
説
明
時
）


 
画
面
設
計
は
関
係
者
意
見
を
集
約


 
同
上


 
サ
イ
ト
画
面
の
デ
ザ
イ
ン
等


 
⑥
サ
イ
ト
デ
ザ
イ
ン
等
の
一
新


 
⑦
英
語
サ
イ
ト
、
英
語
表
記


 
⑧
属
性
情
報
を
迅
速
に
見
る
た
め
、
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
す
る


 
⑨
海
外
製
品
も
掲
載
す
る
べ
き


 


 
 


 ●
 


●
 


●
 


●
 


 ●
 


〇
 


●
 


●
 


  ●
  ●
 


 ●
 


●
 


●
 


●
 


 〇
 


〇
 


〇
 


〇
 


 業
務
２
で
対
応


 
第
二
段
階
で
対
応
予
定


 
対
応


 
第
二
段
階
で
対
応
予
定


 
利
用
環
境
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
向
上
の
課
題


 
 


 
 


 
 


 
 


 


12/28







3 
 ⑩


企
業
の
Ｐ
Ｃ
環
境
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
厳
し
い


 
⑪


ht
tp


か
ら


ht
tp


sへ
 


●
  


●
 


●
 


●
 


●
 


〇
 


〇
 


許
容
さ
れ
る
ア
ド
オ
ン
ソ
フ
ト
の
把
握


 
対
応


 
IE


(In
te


rn
et


 E
xp


lor
er


)以
外
の
ブ
ラ
ウ
ザ
の
必
要
性


 
⑫


IE
は
バ
ー
ジ
ョ
ン


11
で
終
わ
る
の
で
他
の
ブ
ラ
ウ
ザ


 
 


 
  


 ●
 


 
 ●
 


 〇
 


 対
応


 
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
拡
充


 
⑬
複
数
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
括
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
必
要


 
⑭
フ
ァ
イ
ル
圧
縮
形
式
を


ex
eか


ら
zip


へ
変
更


 
⑮
必
要
な
情
報
に
限
定
し
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
容
量
を
制
限


 


 
 


 ●
 


●
 


●
 


 ●
 


●
 


●
 


 
 ●
 


●
 


●
 


 〇
 


〇
 


〇
 


 ラ
イ
ブ
ラ
リ
全
体
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
制
限


 
上
記
と
関
連
し
検
討


 
上
記
と
関
連
し
検
討


 
ユ
ー
ザ
ー
認
証


 
⑯
ユ
ー
ザ
ー
認
証
が
必
要


 
 


 
 ●
 


 ●
 


 
 ●
 


 〇
 


 考
慮
済
み


 
デ
ー
タ
増
加
変
更
に
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
構
成


 
⑰
デ
ー
タ
の
追
加
、
削
除
、
変
更
が
容
易
な
構
造


 
 


 
 ●
 


 ●
 


 
 ●
 


 〇
 


 考
慮
済
み


(シ
ス
テ
ム
フ
ァ
イ
ル
の
分
割


) 
ア
ー
カ
イ
ブ
機
能


 
⑱
ア
ー
カ
イ
ブ
機
能
の
必
要
性
と
保
存
期
間


 
 


 
 ●
 


 ●
 


  
 ●
 


 〇
 


 保
存
期
間
は


15
年
以
上
と
し
、
今
後
検
討


 
 


建
築


 
W


G 
設
備


 
W


G 
ﾋﾞ
ｼﾞ
ﾈ 


ｽ
W


G 
ﾗｲ
ﾌ


 ゙
W


G 
ｵﾌ
ﾞｼ
ﾞｪ
ｸ


ﾄ
W


G 
技
術


 
運
営


 
採
用


 
 


事
務
局
案


 


登
録


 
⑲
オ
ブ
ジ
ェ
ク
登
録
を
ユ
ー
ザ
ー
が
サ
イ
ト
上
で


 
 


 
 ●
 


 〇
 


 ●
 


 ●
 


 〇
 


 第
二
段
階
で
検
討


 
検
索


 
⑳
検
索
順
序
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
検
索
が
必
要


 
 


 
 ●
 


 ●
 


 
 ●
 


 〇
 


 対
応


 
技
術
的
改
善
点


/そ
の
他


 
㉑
配
信
環
境
の
実
用
性
検
証
が
必
要


 
㉒
メ
ー
カ
ー
名
に
ソ
フ
ト
名
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る


 
㉓
メ
ー
カ
ー
と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
両
方
で
検
索
し
た
い


 
㉔
文
字
フ
ォ
ン
ト
が
小
さ
い


 
㉕
マ
ニ
ュ
ア
ル
・


FA
Q 


操
作
説
明
が
見
つ
か
ら
な
い


 
㉖
建
築
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
の
利
用
に
手
間
が
か
か
る


 
㉗
空
調
機
の
小
分
類
で
『


31
46


:ﾊﾟ
ｯｹ
ｰｼ
ﾞ形


ｴｱ
ｺﾝ
店
舗
・
ｵﾌ
ｨｽ
用


 
 


 ●
  ●
  ●
   


 ●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


 
 ●
  ●
  ●
 


●
 


●
 


 〇
 


〇
 


〇
 


〇
 


〇
 


〇
 


〇
 


 具
体
的
に
は
何
を
期
待
す
る
か


 
仮
サ
イ
ト
の
た
め


 
対
応


 
対
応


 
対
応


 
対
応
、
要
求
水
準
の
明
確
化
が
必
要


 
Ｗ
Ｇ
で
検
討
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4 
 


（
水
冷


H
P）


[室
外
機


]』
と
あ
る
。
水
冷
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア


コ
ン
は
室
外
機
を
持
た
ず
、
相
当
す
る
設
備
と
し
て
は
冷
却
塔


が
そ
れ
に
あ
た
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
こ
の
項
目
は
削
除
が


妥
当
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5 
  


建
築


 
W


G 
設
備


 
W


G 
ﾋﾞ
ｼﾞ
ﾈ 


ｽ
W


G 
ﾗｲ
ﾌ


 ゙
W


G 
ｵﾌ
ﾞｼ
ﾞｪ


ｸﾄ
W


G 
技
術


 
運
営


 
採
用


 
 


事
務
局
案


 


(3
)登


録
対
象
と
な
る
デ
ー
タ
増
加
に
対
す
る
課
題
と
対
応


 
 


 
 


 
 


 
 


 
①
茶
本
以
外
に
も
か
な
り
の
数
の
機
器
の
登
録
が
必
要


 
②
電
気
企
業
の
参
加
と
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
作
成
が
必
要


 
③
電
気
機
器
は
数
と
改
定
頻
度
が
高
い
の
で
対
応
必
要


 
④
標
準
の
検
証
手
順
、
検
証
ツ
ー
ル
の
確
立
が
必
要


 
⑤
フ
ァ
ン
、
ポ
ン
プ
な
ど
の
汎
用
機
器
の
作
成
が
必
要


 
⑥
設
備
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト


20
00


点
以
上
必
要


 
⑦
接
続
口
等
の
技
術
計
算
用
デ
ー
タ
が
必
要


 
⑧
デ
ー
タ
の
追
加
、
削
除
、
変
更
が
容
易
な
構
造
に
す
る
必
要


 


 
●


    ●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


〇
 


●
 


〇
 


〇
 


〇
 


〇
 


〇
 


〇
 


●
 


〇
  


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


〇
 


〇
 


〇
 


〇
 


〇
 


△
 


〇
 


〇
 


何
個
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
が
必
要
か
要
検
討


 
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
検
討


 
他
の
分
野
で
も
同
様
で
は


 
標
準


ve
r1


.0
資
料
に
あ
り


 
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
検
討
、
他
の
分
野
は
？


 
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
検
討


 
他
に
必
要
な
情
報
は
？


 
業
務
２
の
検
討
内
容
を
参
照


 


(4
)利


用
者
の
増
加
に
対
す
る
課
題
と
対
応


 
 


 
 


 
 


 
 


 
①
こ
れ
か
ら
の
利
用
者
が
主
な
対
象
と
見
込
め
る


 
②
特
に
自
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
所
有
者
に
は
メ
リ
ッ
ト
を
示
す
必
要


 
③
メ
ー
カ
ー
等
に
標
準
準
拠
の
利
点
を
説
明
す
る
必
要


 
④
メ
ー
カ
ー
等
の
作
成
コ
ス
ト
を
最
小
に
す
る
工
夫
が
必
要


 
⑤
メ
ー
カ
ー
等
に
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
利
用
者
の
情
報
提
供
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●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


 〇
 


〇
 


〇
 


〇
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


〇
 


〇
 


〇
 


〇
 


〇
  


妥
当


 
当
然
必
要
で
、
従
来
も
作
成


 
当
然
必
要
で
、
従
来
も
作
成


 
必
要
、
中
間
フ
ァ
イ
ル
形
式
、
支
援
ソ
フ
ト
提
供


 
必
要
、
標
準


ve
r1


.0
資
料
に
あ
り


 


(5
)デ


ー
タ
連
携
環
境
の
構
築
に
関
す
る
課
題
と
対
応


 
 


 
 


 
 


 
 


 
①
検
索
機
能
の
大
幅
な
強
化
が
必
要


 
②
横
断
的
な
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
検
索
を
可
能


 
③


IC
T
技
術
の
進
化
等
を
考
慮
す
る


 
④
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
厳
し
さ
を
考
慮
し
た
操
作
方
法
の
考
慮


 
⑤
ブ
ラ
ウ
ザ
を


in
te


rn
et


 ex
pl


or
er


以
外
、


ht
tp


sと
す
る
こ
と


 
⑥
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
作
成
等
を
ユ
ー
ザ
ー
が
で
き
る
環
境
の
構
築


 
⑦
単
位
合
わ
せ
、
単
位
の
表
示
の
標
準
化
、
共
通
化


 
⑧
使
用
用
語
、
概
念
の
共
通
化
等
の
整
理


 


 
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


〇
 


〇
 


〇
 


〇
 


〇
 


〇
 


〇
 


〇
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


〇
 


〇
 


〇
 


〇
 


〇
 


〇
 


〇
 


〇
 


当
然
必
要
、
業
務


2の
報
告
書
参
照


 
当
然
必
要
、
業
務


2の
報
告
書
参
照


 
当
然
必
要
、
具
体
的
に
何
を
考
慮
す
る
の
か


 
当
然
必
要
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
設
計
で
考
慮


 
当
然
、
業
務


2報
告
書
参
照


 
管
理
等
の
課
題
あ
り
、
第
二
段
階
で
検
討


 
必
要


 
必
要
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6 
  


建
築


 
W


G 
設
備


 
W


G 
ﾋﾞ
ｼﾞ
ﾈ 


ｽ
W


G 
ﾗｲ
ﾌ


 ゙
W


G 
ｵ
ﾌﾞ
ｼﾞ
ｪ


ｸﾄ
W


G 
技
術


 
運
営


 
採
用


 
 


事
務
局
案


 


(6
)そ


の
他
の
課
題


 
 


 
 


 
 


 
 


 
①
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
と
の
関
係
の
明
確
化


 
②
目
的
に
合
わ
せ
た
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト


 
③
専
用
ビ
ュ
ー
ア
ー
の
開
発


 
④
確
認
申
請
と
連
携
し
た
開
発


 
⑤
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
情
報
イ
ン
ポ
ー
ト
機
能
ソ
フ
ト
が
必
要


 
⑥
使
用
に
便
利
な
機
能
が
必
要


 
⑦
メ
ー
カ
ー
の
メ
リ
ッ
ト
が
見
え
に
く
い


 
⑧
機
械
系
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
利
用
で
き
る
と
参
入
が
容
易
に
な
る


 
⑨
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
は
限
定
利
用
だ
が
、
確
認
申
請
、
省
エ
ネ
適
合


判
定
等
の
法
的
な
届
出
に
有
利
な
機
能
は
利
用
増
に
繋
が
る


 
⑩
デ
ー
タ
作
成
支
援
ツ
ー
ル
の
充
実


 
⑪
デ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
・
確
認
ツ
ー
ル
の
作
成
が
必
要


 
⑫


BL
C
サ
イ
ト
と
メ
ー
カ
ー
サ
イ
ト
と
の
連
携
で
広
告
収
入


 
⑬


PR
IS


M
で
の
社
会
実
装
に
は
事
業
収
支
を
明
示
す
べ
き


 
⑭


BL
C


標
準
準
拠
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
が
メ
ー
カ
ー
サ
イ
ト
で
公


開
さ
れ
れ
ば
、
ユ
ー
ザ
ー
は
そ
ち
ら
を
使
う
の
で
は
？
（
海
外


の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
ト
は
基
本
無
料
）


 
⑮
メ
ー
カ
ー
サ
イ
ト
と
の


AP
I連


携
等
を
検
討
す
る
場
合
、
サ
イ


ト
を
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
で
再
構
築
す
る
こ
と
も
不
可
欠
で


 
⑯


St
em


仕
様
と
い
う
言
葉
を
い
つ
ま
で
も
使
う
べ
き
で
は
な
い


 
⑰
標
準
改
定
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
明
文
化
し
て
ほ
し
い
。


 
⑱
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
明
示
が
必
要


 
⑲


St
em


仕
様
に
な
い
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
の
作
成
主
体
は
誰


 
⑳
ベ
ン
ダ
ー
対
応
が
遅
れ
る
の
で
複
数
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
必
要


 
㉑
メ
ー
カ
ー
が
利
用
し
や
す
い
た
め


EX
CE


L
を
利
用
も
有
用


 


                   －
 


●
 


●
  ●
  


                   －
 


●
 


●
  ●
  


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
  ●
 


●
 


●
 


●
 


●
   ●
  －
 


－
   －
 


●
 


〇
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
  ●
 


●
 


●
 


●
 


●
   ●
  －
 


－
   －
 


●
 


●
 


〇
 


〇
 


●
 


〇
 


〇
 


〇
 


〇
 


●
  〇
 


〇
 


〇
 


●
 


●
   ●
  －
 


●
 


●
  ●
  


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
 


●
  ●
 


●
 


●
 


●
 


●
   ●
  －
 


●
 


●
 


－
 


●
 


●
 


〇
 


△
 


〇
 


〇
 


〇
 


〇
 


〇
 


△
 


〇
  〇
 


〇
 


〇
 


〇
 


〇
   〇
  ×
 


〇
 


〇
 


×
 


〇
 


〇
 


推
進
会
議
の
部
会


A
と
連
携


(誰
が
、
い
つ
入
力


) 
想
定
し
た
用
途
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
検
討


 
コ
ス
ト
、
使
い
方
等
を
含
め
、
要
検
討


 
連
携
部
会
の


20
19


年
度
テ
ー
マ


 
必
要


 
必
要
、
業
務


2の
報
告
書
参
照


 
要
検
討


 
要
検
討
、
中
間
フ
ァ
イ
ル
形
式
を
想
定


 
重
要
、
業
務


2の
報
告
書
参
照


 
 必
要
、
標
準


ve
r1


.0
資
料
参
照


 
必
要
、
標
準


ve
r1


.0
資
料
参
照


 
必
要
、
標
準


ve
r1


.0
資
料
参
照


 
必
要
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
検
討


W
G
で
検
討


 
利
用
シ
ー
ン
の
検
討


 
  利
用
シ
ー
ン
も
含
め
、
要
検
討


 
 BL


CJ
標
準
と
い
う


 
必
要
、
建
築
部
会
、
設
備
部
会
で
検
討


 
必
要


 
建
築
部
会
、
設
備
部
会


 
必
要


 
必
要
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7 
 ㉒


属
性
情
報
の
桁
数
が
入
力
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
な
ら
な
い
よ
う


に
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。


 
㉓


St
em


 V
er


10
が
公
開
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
オ
ブ
ジ
ェ
ク


ト
提
供
者
等
が
利
用
す
る
こ
と
を
制
限
で
き
な
い
。


 
㉔
現
時
点
で
は


BL
C


標
準
と
ネ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ー
タ
を
双
方
参
照


し
な
が
ら
整
備
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
標
準
更
新
す
る
場


合
の
手
順
と
ル
ー
ル
と
を
統
一
す
る
必
要
が
あ
る
。


BL
C
仕
様


デ
ー
タ
を
変
更
す
る
場
合
は
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ー
タ
（
オ
ブ
ジ


ェ
ク
ト
提
供
者
）
も
変
更
が
必
要
に
な
る
の
か
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ


デ
ー
タ
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
を
持
っ
た
形
で
の
登


録
も
許
可
す
る
な
ど
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
。


 
㉕
ラ
イ
ブ
ラ
リ
の
利
用
シ
ー
ン
、
望
ま
れ
る
利
用
形
態
を
早
急
に


纏
め
て
、
今
後
の
整
備
に
向
け
た
方
針
を
決
め
る
必
要
あ
り


 
㉖


BL
C
仕
様
で
良
い
場
合
も
あ
る
が
、
設
計
で
は
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ


ク
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
＋
メ
ー
カ
ー
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
の
パ
ー
ツ
の
情


報
と
い
っ
た
組
み
合
わ
せ
が
必
要
と
い
っ
た
シ
ー
ン
も
想
定
で


き
る
が
、
実
際
に
簡
単
に
実
現
で
き
る


BI
M


ソ
フ
ト
は
現
時
点


で
は
ま
だ
市
販
さ
れ
て
い
な
い
。
ソ
フ
ト
ベ
ン
ダ
ー
と
も
し
っ


か
り
と
協
議
し
協
力
を
得
ら
れ
る
形
に
し
た
う
え
で
、
ど
の
よ


う
な
形
で
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
が
利
用
で
き
る
か
を
明
確
に
示
す


必
要
が
あ
る
。


 
㉗
仕
様
情
報
と
の
連
携


 


    〇
                 〇
 


    〇
                 〇
 


  ●
  ●
       ●
  ●
        ●
   


  ●
  ●
       ●
  ●
        ●
 


  ●
  ●
       ●
  ●
        ●
 


?  ●
  ●
       ●
  ●
        ●
 


?  〇
  〇
       〇
  〇
        〇
 


意
味
不
明


 
 了
解
、
標
準
に
合
致
し
て
い
る
場
合
マ
ー
ク
付
与


 
 必
要
、
メ
ー
カ
ー
・
ベ
ン
ダ
ー
と
の
協
定
、
契
約


が
必
要
、
技
術
運
営
委
員
会
で
検
討


 
     必
要
、
別
添
資
料
参
照
、


 
技
術
運
営
委
員
会
で
検
討


 
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
フ
ァ
イ
ル
形
式


が
必
要
。
パ
ー
ツ
と
の
組
み
合
わ
せ
は
第
二
段
階


で
検
討


 
     推
進
会
議
の
提
案
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資料 5 
BIM ライブラリとオブジェクトに求められるもの 


 
1. オブジェクト在り方検討 WG で検討している項目(以下、オブジェクト在り方検討 WG 資料参照) 


 
 


資料 3
検討を想定する、発注者・プロジェクト段階及び要求品質・性能 


 
1.検討を想定する発注者・プロジェクト段階 


(1)想定する利用組織   官公庁及び民間 
(2)プロジェクトの段階  企画・設計から運用・維持管理までのすべての段階 
 


2.検討を想定するオブジェクトの要求品質・性能 
(1)公共等の発注段階に必要なオブジェクトの公平性、中立性 
(2)オブジェクトの国際性(用語の定義、表記等) 
(3)オブジェクトのデータ内容の正確さ 
(4)オブジェクトの知的財産権とその確保について 
(5)オブジェクトのセキュリティ(データに内在する欠陥から利用時に問題が生じないか) 
(6)オブジェクトの視点からの円滑な業務連携 
(7)新たな技術的検討手法への対応(法令適合確認、環境性能確認等) 


 
 
   プロジェクトの段階 


想定する利用組織 
オブジェクトの 
要求品質・性能 


 
企画 


基本設計 
実施設計 
積算 


 
施工 


引渡し 運用 
維持管理 


 官公庁・ 民間   
(1)公平性、中立性*1 必要 必要 ― ― ― 
(2)国際性 必要 必要 必要 必要 必要 
(3)データ内容の正確さ*2 必要 必要 必要 必要 必要 
(4)知的財産権*2 必要 必要 必要 必要 必要 
(5)セキュリティ 必要 必要 必要 必要 必要 
(6)円滑な業務連携 必要 必要 必要 必要 必要 
(7)新たな技術への対応 必要 必要 必要 必要 必要 
 
オブジェクトのタイプ 


ジェネリックオ


ブジェクト*3 
 


同左 
メーカーオ


ブジェクト


*4 


 
同左 


 
 同左 


(注)  
*1：参考資料 1 
*2：参考資料 2 
*3：ジェネリックオブジェクト：メーカーが特定されないオブジェクト(generic object) 
*4：メーカーオブジェクト  ：メーカー製品のオブジェクト(manufacturer object) 
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それ以外として、 
2. 建築と設備のオブジェクトの利用方法が同じであること 
3. 幅広いユーザーが使いやすい形式であること 
4. 建築確認との連携 
5. 仕様情報との連携 
6. ジェネリックオブジェクトからメーカーオブジェクトを検索できること 
7. あるネイティブファイル形式で書かれた製品(オブジェクト)を、別のファイル形式に交換できること 
8. 試作システムの機能要件(別紙) 
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3 
 


 


3-1-1-表 1 試作する運用システム、システム機能要件書の関係 


大分類
NO.


大分類
中分類
NO.


中分類 概要説明


1-1 画面 システム名称、イメージ画像があり、メーカーに登録、PW設定を説明する


1-2 利用希望者記載画面
登録希望者がメールアドレス他、必要な情報を記載し、PWを設定するとともに、会員の
基本規約を理解してもらう、基本規約を参照する、基本規約の概要を示す


1-3 利用者への確認送信機能
メーカーのメールアドレスにメールを送信して、利用開始を知らせる機能
(P)除外対象のメールアドレスを判別する機能


1-4 利用者情報を保管 メーカー情報を保管する


2-1 オブジェクト作成支援 オブジェクトの属性情報を効率的に入力するための支援ツール


2-2 オブジェクト確認
オブジェクトの属性情報がデータ型、桁数が要件どおりに入力されたを効率的に確認す
るためのツール


2-3 属性情報インポート機能 属性情報をBIMオブジェクトにインポートするツール


3-1 オブジェクト登録機能 BIMオブジェクトライブラリに登録されたオブジェクトを登録する機能


3-2 オブジェクト更新機能 BIMオブジェクトライブラリに登録されたオブジェクトを更新する機能


3-3 オブジェクト抹消機能 BIMオブジェクトライブラリに登録されたオブジェクトを抹消する機能


4-1 画面
システム名称、イメージ画像があり、ライブラリの利用者に会員登録、PW設定を説明す
る


4-2 利用希望者記載画面
利用希望者がメールアドレス他、必要な情報を記載し、PWを設定するとともに、会員の
基本規約を理解してもらう、基本規約を参照する、基本規約の概要を示す


4-3 利用者への確認送信機能
利用者のメールアドレスにメールを送信して、利用開始を知らせる機能
(P)除外対象のメールアドレスを判別する機能


4-4 利用者情報を保管
利用者情報を保管、有料、無料での区分、定期的にサイトのニュースを送信する
製品の更新、改廃情報を送信する、オブジェクトのダウンロード情報と関連づけて整理
する


5 オブジェクト閲覧機能 5-1
BIMオブジェクトのカタロ
グ的に見せる


必要な絞り込み条件に対して、画面で製品群の形状と概要情報を示す


6
閲覧オブジェクトのダウ
ンロードと印刷機能


6-1
BIMオブジェクトのカタロ
グ情報のダウンロード・
印刷


必要な絞り込み条件に対して、画面で製品群の形状と概要情報をダウンロード・印刷す
る。個々の製品と製品群を可能にする


7-1 分類グループによる検索
ジェネリックオブジェクトかメーカーオブジェクト、企業名、分類コード、製品グルー
プ、ファイル形式を1つ又は複数用いて、キーワードで検索する。


7-2 属性情報による検索 BLC技術項目に基づいて検索する


7-3 形状による検索 指定された空間に収まる建築製品、設備機器を検索する機能


7-4
ジェネリックオブジェク
トからメーカーオブジェ
クトを検索する機能


ジェネリックオブジェクトとメーカーオブジェクトの対応が明確な場合(例: 防耐火認
定の製品)と、それが性能等で示される場合(例:設計図書で示された製品のメーカー製
品への展開)がある。


8
検索オブジェクトのダウ
ンロードと印刷機能


8-1
検索オブジェクトのダウ
ンロードと印刷


必要な絞り込み条件に対して、画面で製品群の形状と概要情報をダウンロード・印刷す
る。個々の製品と製品群を可能にする


9
データ・バックアップ機
能


9-1
BIMオブジェクトのバック
アップ機能


BIMオブジェクトのデータ消失等を防ぐため、一定期間のインターバルで、データを
バックアップする機能。どの程度のインターバルか(P)


10 データ・アーカイブ機能 10-1
BIMオブジェクトのアーカ
イブ機能


BIMオブジェクトの過去のデータを一定期間保管する機能
何年分のデータを保管するのか(P)


11 ユーザーへの配信機能 11-1
部材・製品の新規登録、
更新、抹消等の情報を
ユーザーに配信する機能


部材・製品の新規登録、更新、抹消等(部品の在庫期限、サービス期間切れなども含む)
の情報をユーザーに配信する機能と、不具合発生時などに配信する機能がある。


12-1 評価機能
ユーザーが製品オブジェクトまたは製品に関する評価を行い、それをライブラリーに返
信し、メーカーにフィードバックする機能、★いくつを表示する機能


12-2 コメント書込み機能
ユーザーが製品オブジェクトまたは製品に関するコメントを書込む機能。
(欲しいオブジェクトに関するコメントも含まれる)結果を分析し、改良に反映する。


13
ネイティブファイル機能
の保持機能


13-1
STEMデータ形式以外のオ
ブジェクトのブファイル
機能の保持機能


開口部自動作図機能、パラメトリック機能等を保持する


14-1
建築確認申請連携する機
能


防火・耐火性能評定等のジェネリックオブジェクトと対応するメーカーオブジェクトを
連携する(P)


14-2
標準仕様書と連携する機
能


参照あるいは該当条項の記載レベルから、実際の条項内容の記載までの段階がある(P)


14-3
保全業務仕様書、12条点
検と連携する機能


点検結果、劣化状態の蓄積


14-4
コストデータと連携する
機能


必要なコストデータとの連携を検討する(P)


14-5
メーカーのサイトと連携
する機能


メーカーのサイトと連携する機能
直接リンクする/担当者の連絡先を知らせる/利用した場合にメーカーに連絡がいく機能
等の段階がある(P)


15-1 オブジェクト・プラス
オブジェクトの外部に属性情報を記載するEXCELが連携する機能
各段階の関係者の情報を記載できる機能(設計意図、決定プロセス、トレイサビリティ
のための試験結果等)


15-2
オブジェクト・プラスの
インポート、エクスポー
ト機能


オブジェクト・プラスの情報をBIMオブジェクトにインポート、エクスポートする機能


15-3 添付excelの活用 具体的な活用は、将来検討(P)、拡張性


16-1 著作権表示 著作権の表示


16-2 改ざん防止 保護が必要な部分は改変されないこと


17 データ更新機能 17-1
データの新鮮さを保つ機
能


製品の更新、連絡先などの更新


18
登録オブジェクト数、企
業数表示機能


18-1 製品の登録数を示す機能 どのように分類するかが課題


19-1 アクセス記録管理 フローに示す場所でログを管理し、オブジェクトのアクセスログ管理


19-2 ダウンロード記録管理 フローに示す場所でログを管理し、オブジェクトのダウンロードログ管理


20 ダウンロード時間 20-1 ダウンロード時間 ダウンロード時間の設定


21
サービスサイトの情報処
理


21-1
サービスサイトの情報処
理


サービスサイトの情報処理速度の設定


22 利用者の利用推奨環境 22-1 利用者の利用推奨環境 ブラウザのバージョンで定義


23 有料サービス管理機能 23-1 有料サービス管理機能 無料会員が、設定された有料範囲に入らないよう管理


24 拡張性 24-1 将来の拡張性 データ量の増加、利用者の増加、BIMの利用方法の変化


19
アクセス管理、ダウン
ロード管理機能


7 オブジェクト検索機能


12
ユーザー評価、書込み機
能


14
他のデータベース等と連
携する機能


メーカー登録機能1


15
プロジェクトの各段階の
情報を蓄積・伝達する機
能


16 知的所有権の保護


2
オブジェクト作成支援機
能


3
オブジェクト登録・更
新・抹消機能


4 ユーザー登録機能


 


注：着色部は試作する運用システムにはない機能で本格サイトの機能要件として整理したものを示す 
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第３回 建築ＢＩＭ推進会議 
 


 


日時：2019（令和元）年 9月２日（月）10:00～12:00 


場所：国土交通省 11 階特別会議室 


 


 


議 事 次 第 


 


 


１． 開会 


２． 議事 


（１） BIM を活用した将来像と工程表（案）修正版 


（２） 今後の検討部会での検討について（案） 


３． 閉会 


 


 


 


 


 


 


【配布資料】 


資料 1    委員名簿 


資料 2-1  建築 BIM の将来像と工程表（案）修正版 


資料 2-2  前回資料への主なご意見について（概要） 


資料３    今後の検討部会での検討について（案） 


資料４   BIM を活用した建築生産・維持管理に係るワークフロー整備の検討（案） 
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建築ＢＩＭとは


ＢＩＭ （Ｂｕｉｌｄｉｎｇ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｍｏｄｅｌｉｎｇ） とは・・・
コンピュータ上に作成した主に３次元の形状情報に加え、室等の名称・面積、材料・部材の仕様・性能、仕上げ等、


建物の属性情報を併せ持つ建物情報モデルを構築するシステム。


現在の主流 （CAD） BIMを活用した建築生産・維持管理プロセス


図面は別々に作成


壁や設備等の属性情報は図面と


アナログに連携


建設後の設計情報利用が少ない


３次元形状で建物をわかりやすく


「見える化」し、コミュニケーションや


理解度を向上


各モデルに属性情報を付加可能


建物のライフサイクルを通じた情報


利用／IoTとの連携が可能


設計


施工


維持管理


・ 建築物の生産プロセス・維持管理における
情報データベース


・ ライフサイクルで一貫した利活用


・ IoTやAIとの連携に向けたプラットフォーム・ コミュニケーションツールとしての活用、
設計プロセス改革等を通じた生産性の向上


Process


将来BIMが担うと考えられる役割・機能


Data Base Platform


etc.


平面図・立面図・断面図／構造図／設備図
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—未来につなぐ建築BIM—


XXXXXXX


国土交通省では、建築の設計、施工、維持管理に至る建築生産・維


持管理プロセスで一貫してBIMを活用することによって、業務効率化や


生産性向上を図り、最適な建物のライフサイクルの実現を目指すとともに、


建築BIMや新技術がもたらす理想的な社会像を創造する取組である


XXXXXXXX を進めています。


建築ＢＩＭの将来像を推進のためのスローガン（案）


※別紙 提案をご参照ください。
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建築ＢＩＭの将来像を推進のためのスローガン（案）


—未来につなぐ建築BIM—


LifeCycle BIM


—未来につなぐ建築BIM—


LC-BIM


—未来につなぐ建築BIM—


—未来につなぐ建築BIM—


i-Building


SmartBIM


—未来につなぐ建築BIM—


BIM The Future


—未来につなぐ建築BIM—


BIM Innovation







建築ＢＩＭの活用による将来像
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いいものが 無駄なく、速く
建物にも、
データにも
価値が


 3Dモデルの形状と属性情報により空間
を確認できることで、建築のプロでない人
でもイメージを共有


 設計・施工時の情報が一元管理され
ることで、建築生産の効率的な品質管
理を実現


 完成後も活用可能なデータにより、最
適な維持管理、資産管理、エネルギー
マネジメントを支援


 投資効果の可視化（コストマネジメン
ト）による迅速な意思決定


 設計・施工・維持管理段階の円滑な
情報の伝達により、無駄のない建物のラ
イフサイクルを実現


 設計・施工の各工程の作業効率化


 維持管理の省力化の実現


 海外との共通・競争基盤としてのBIM
の確立


 適正かつリアルタイムな資産評価・資
産管理の実現


 センサー等との連携による建築物への
サービスの拡大


 ビッグデータ・AIの活用による建築物を
起点とした新たな産業の創出


 インフラプラットフォームとの融合による最
適なリスク管理の実現


高品質・高精度な
建築生産・維持管理の実現


高効率なライフサイクルの実現
社会資産としての


建築物の価値の拡大







建築ＢＩＭによる将来像の実現プロセス


高品質・高精度な
建築生産・維持管理の実現 ＢＩＭを使う


各主体が連携して
ＢＩＭを使う


ＡＩ・IoTとの連携


3Dモデルの形
状と属性情報
により空間を確
認できることで、
建築のプロでな
い人でもイメー
ジを共有


合意形成・意思決定の円滑化


各種シミュレーション等を通じた
最適な計画策定


工期・工程管理の可視化


設計・施工時の
情報が一元管
理されることで、
建築生産の効
率的な品質管
理を実現


コスト情報の可視化


意匠・構造・設備・維持管理間
の整合性確保


設備・部材のトレーサビリティ向
上、ニーズに合った製品の開発


各種検査・審査の精度の向上、
可視化


大中


小


モデルを踏まえた意思決定 各種シミュレーション、コスト管理等を踏まえた意思決定の円滑化


中


シミュレーションへの応用 複合的なシミュレーション


大


AIとの組合せによる複合的なシミュレーション


小 中


迅速な概算 より高精度かつ迅速な積算


大


AIによる積算予測


中


各分野における不整合の削減


大


建築生産・維持管理プロセスでの不整合の廃絶


小 中 大


メーカー等とBIMの連携 メーカー等も含めた統一管理 IoTによる自動管理・フィードバック


小 中 大


BIM＋２D図面による審査・検査 BIMによる審査・検査 AIによる審査・検査支援


小 中 大


設計・施工状況の可視化 前例に基づく工期予測・工程の提示 AIによる高度な工期予測
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●先行的取組における現在の到達イメージ


BIMの活用段階


注）小・中・大はそれぞれの効果を定性的に表現







建築ＢＩＭによる将来像の実現プロセス


高品質・高精度な
建築生産・維持管理の実現


完成後も活用
可能なデータに
より、最適な維
持管理、資産
管理、エネル
ギーマネジメント
を支援


維持管理用図書のペーパーレ
ス化


最適な中・長期修繕計画の策
定・運用


資産管理の最適化


セキュリティの高度化


設備機器と連携した温熱環境
の最適化


大


維持管理用図書のペーパーレス化の実現


大


大


大


中小


中小


中小
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温熱環境予測


家具の配置による死角の有無の検討


リアルタイムデータの導入過去のデータに基づく修繕計画 AIによる修繕予測


歩行認証での歩行可能エリア制御 テロ等行動予測・警告


実測データに基づく環境の最適化 各人の最適環境の実現


小 中 大


資産価値の迅速な把握 AIによる価値変動予測を通じた資産管理


ＢＩＭを使う
各主体が連携して


ＢＩＭを使う
ＡＩ・IoTとの連携


BIMの活用段階


資産情報の一元管理


●先行的取組における現在の到達イメージ 注）小・中・大はそれぞれの効果を定性的に表現







建築ＢＩＭによる将来像の実現プロセス


高効率なライフサイクルの実現


投資効果の可
視化による迅
速な意思決定


合意形成・意思決定の円滑化
（再掲）


各種シミュレーション等を通じた
最適な計画策定（再掲）


コスト情報の可視化(再掲)


個別の建築物の資産評価の迅
速化・省力化


設計・施工・維
持管理段階の
円滑な情報の
伝達により、無
駄のない建築
生産を実現


生産時の手戻り削減（分野間
の整合確保、干渉チェックの省
力化）


部材、設備等製造の最適化


修繕・改修時の効率化


大中


小


モデルを踏まえた意思決定 各種シミュレーション、コスト管理等を踏まえた意思決定の円滑化


中


シミュレーションへの応用 複合的なシミュレーション


大


AIとの組合せによる複合的なシミュレーション
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小 中 大


過去データに基づく
資産予測


実績データに基づく
高度な予測


AIによる収益等最適化


中 大


各プロセスにおける不整合の削減 建築生産・維持管理プロセスでの不整合の廃絶


小 中 大


需要見込みによる生産調整 需要とコストをあわせた収益増 AIによる戦略的製造


小 中 大


現状把握の省力化 建物情報の把握・管理の省力化 AIによる最適な改修計画支援


小 中


迅速な概算 より高精度かつ迅速な積算


大


AIによる積算予測


ＢＩＭを使う
各主体が連携して


ＢＩＭを使う
ＡＩ・IoTとの連携


BIMの活用段階


●先行的取組における現在の到達イメージ 注）小・中・大はそれぞれの効果を定性的に表現







建築ＢＩＭによる将来像の実現プロセス


高効率なライフサイクルの実現


設計、施工の各
工程の作業効
率化


企画・計画策定の効率化


設計業務の効率化


施工計画の最適化


施工の効率化


維持管理の省
力化の実現


維持管理用図書のペーパーレ
ス化（再掲）


清掃等業務の自動化・省人化


検査等業務の自動化・省人化


予防・保全の最適化
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大中


小 中 大


施工関連図書の整合確保 施工支援技術の適用
プレファブリケーションの進展 自動施工（ロボット、3Dプリンタ等）


大中


一部、無人清掃


大中


大中


センサーによる損傷感知 AIによる予防保全


●先行的取組における現在の到達イメージ


ＢＩＭを使う
各主体が連携して


ＢＩＭを使う
ＡＩ・IoTとの連携


BIMの活用段階


小


各種シミュレーションによる
比較検討の省力化


ライフサイクルコストを踏まえた計画策定 AIによる最適な計画策定支援


大中小


図面不整合・干渉チェックの省力化
情報の一元管理による効率化
プレファブリケーションの進展


ニーズに対応するAIによる設計支援


大中小


施工・仮設シミュレーション 部材搬入・タイミングのシミュレーション AIによる最適な施工計画策定


大


維持管理用図書のペーパーレス化の実現


完全な自動清掃の実現


一部、無人検査 完全な自動日常検査の実現


注）小・中・大はそれぞれの効果を定性的に表現







建築ＢＩＭによる将来像の実現プロセス


社会資産としての
建築物の価値の拡大


適正かつリアル
タイムな資産評
価の実現


個別の建築物の資産評価の迅
速化・省力化


資産管理の最適化（再掲）


まちづくりとのシナジー


IoT機器との連
携によるサービ
スの拡大


建築物の利活用情報の商品
化


最先端技術の建築物への適用


予防・保全の最適化（再掲）


ビッグデータ・ＡＩ
の活用による建
築物を起点とし
た新たな産業の
創出


建築物の利活用情報の商品
化


インフラプラット
フォームとの融
合による最適な
リスク管理の実
現


インフラ情報と建築物の連結


都市レベルでの精緻なシミュレー
ションの実現
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●先行的取組における現在の到達イメージ


小 中 大


資産評価に必要な情報の把握
の迅速化


リアルタイムな資産評価の
実現


AIによる資産価値予測


小 中 大


シミュレーションによる合意形成支援 精緻な予測に基づく合意形成支援 AIによる将来予測


小 中 大


VR・AR等 実績データに基づく建築物の損傷制御 AIによる高度防災建築物


大中


センサーによる情報蓄積・販売 AIによる買い手選びの最適化


建築物生産・維持管理情報の商品化


建築物内外の人流・物流情報が連携 AIによる人流・物流の最適化


デジタルツイン都市の試行


小 中 大


資産価値の迅速な把握資産情報の一元管理


ＢＩＭを使う
各主体が連携して


ＢＩＭを使う
ＡＩ・IoTとの連携


BIMの活用段階


大中


センサーによる損傷感知 AIによる予防保全


大中


建築物の利活用情報の商品化


大中


中 大


AIによる価値変動予測を通じた資産管理


注）小・中・大はそれぞれの効果を定性的に表現 デジタルツイン都市の形成
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将来像の実現に向けた基本的な戦略


BIMによる将来像を実現するため、建築業界は今後、BIM活用
環境の整備に係る取組を、以下の方針に従って進めることとする。


① マーケットの機能を生かしながら、官・民が適切な役割分担
の下で協調して進める


② 先行的な取組を進め、その後に一般化を図る
（PDCAサイクルによる精度の向上）


③ 我が国の建築業界の国際競争力の強化を図るため、可能
な限り国際標準・基準に沿って進める







３．BIMを活用した建築確認検査の実施


４．BIMによる積算の標準化


Keyword BIM2D審査、ビューワー、BIM審査、BIM検査、AI審査・検査


Keyword 分類体系の検討、積算手法の標準化、コストマネジメント手法の確立


６．人材育成、中小事業者の活用促進


５．BIMの情報共有基盤の整備


７．ビッグデータ化、インフラプラットフォームとの連携


Keyword 国際標準・基準、データ連携手法、データ情報共有基盤、データ真正性確保技術、デジタル証明技術


Keyword データ蓄積、地盤情報、都市モデル


Keyword BIMマネージャー、BIM技術者資格、BIM講習・研修
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将来像を実現するための建築業界に必要な取組


BIMによる将来像を実現するため、建築業界は今後、BIM活用環境の整備として、以下の取組を進める
こととする。（取組は必要に応じて随時追加）


１．BIMを活用した建築生産・維持管理に係るワークフローの整備


２．BIMモデルの形状と属性情報の標準化


Keyword BIM標準ガイドライン（BIMワークフロー）、BEP（BIM実行計画書）、 EIR（BIM発注者情報要件）、
竣工モデル定義、BIMを活用した場合の契約、業務報酬のあり方、著作権


Keyword オブジェクト標準、属性情報の標準化、オブジェクトライブラリー、メーカーオブジェクト
ライブラリーと仕様情報の連携







２．BIMモデルの形状と属性情報の標準化


１．BIMを用いた建築生産・維持管理に係るワークフローの整備


３．BIMを用いた建築確認検査の実施


４．BIMによる積算の標準化


７．ビッグデータ化、インフラプラットフォームとの連携


建築ＢＩＭの活用による将来像と実現に向けた必要な取組（ロードマップ）
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いいものが無駄なく、速く
建物にも、
データにも価値が


 投資効果の可視化（コストマネジメント）による迅速
な意思決定


 設計・施工・維持管理段階の円滑な情報の伝達に
より、無駄のない建物のライフサイクルを実現


 設計、施工の各工程の作業効率化
 維持管理の省力化の実現
 海外との共通・競争基盤としてのBIMの確立


 適正かつリアルタイムな資産評価・資産管理の実現
 センサー等との連携による建築物へのサービスの拡大
 ビッグデータ・ＡＩの活用による建築物を起点とした新たな産


業の創出
 インフラプラットフォームとの融合による最適なリスク管理の実現


高品質・高精度な
建築生産・維持管理の実現高効率なライフサイクルの実現


社会資産としての建築物の価値の拡大


 3Dモデルの形状と属性情報により空間を確認できること
で、建築のプロでない人でもイメージを共有


 設計・建設時の情報が一元管理されることで、建築時
の効率的な品質管理を実現


 完成後も活用可能なデータにより、最適な維持管理、
資産管理、エネルギーマネジメントを支援


６．人材育成、中小事業者の活用促進


将来像を実現するための取組の流れと効果の発現 （ロードマップ）


建
築


B
IM
の
普
及
・進


化


先行的取組における
現在の到達イメージ


５．BIMの情報共有基盤の整備


連携検討連携検討
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検討事項 概要
主な


関係委員等※


工程表


工程1 工程2 工程３


1-1.BIM標準ガイドラ
イン(BIMワークフロー)


企画・設計・施工・管理までのワー
クフローの整備と、各段階で必要と
なるBIMモデルの形状と属性情報
の程度(標準フォーマット)を整理


国交省＋関係
団体


1-2.BIM実行計画書
の標準策定(BEP)


各プロジェクトにおいてBIMを利用
するために必要な事前取り決めの
ひな型を整備


国交省＋関係
団体


1-3.BIM発注者情報
要件の標準策定(EIR)


発注者がプロジェクト情報を作成
するための管理上必要な要求水
準のひな型を整備


国交省＋関係
団体


1-4.竣工モデル定義
竣工後に維持管理者等に引き継
ぐBIMモデル・情報の内容を定義


国交省＋関係
団体


1-5.部品メーカーとのか
かわり方の整理


ワークフローの各段階でBIMデータ
を活用した部品メーカーとの適切な
かかわり方を整理


国交省＋関係
団体


1-6.BIMを活用した場
合の契約


各主体の役割分担に沿った責任
を整理し、BIMによる設計、施工
に係る標準契約書として整理


国交省＋関係
団体


1-7.業務報酬のあり方
BIMを用いた設計・施工等の業務
に係る報酬のあり方を整理


国交省、建築
設計関係団体


1-8.著作権
BIMを活用した建築生産・維持管理


における著作権の関係を整理
国交省＋関係
団体


試行


試行


試行


１．BIMを活用した建築生産・維持管理に係るワークフローの整備


概要
設計・施工・維持管理・改修のそれぞれの段階で必要となる「BIMモデル・情報の程度<範囲、詳しさ>」を整


理し、これに沿って各プロセスの役割・責任分担の明確化を図ることで、建築生産・維持管理プロセスで一貫し
たBIMの活用を可能とするための環境を整備する。


工程表


検討 試行 実装


検討


検討


検討 試行 実装


実装


実装


実装検討


検討 実装


試行検討 実装


※ 現在取組が進められている内容については、取組を行っている団体を、現在まだ手がつけられていない内容については、主体的に関わると考えられる団体を記載しているもの。


試行検討 実装


２．BIMモデルの形状と属性情報の標準化、３．BIMを活用した建築確認検査の実施、４．BIMによる積算の標準化







検討事項 概要
主な


関係委員等※


工程表


工程1 工程2 工程３


2-1.
オブジェクト標準


BIMモデルの基本的な作成方
法・表示方法を提示


BLCJ＋関係団
体


2-2.
属性情報の標準化


BIMに付加する情報項目及び
標準的な入力方法を提示


BLCJ＋関係団
体


2-3.
オブジェクトライブラリー


特定のメーカーによらないジェネ
リックオブジェクトを作成し、メー
カーオブジェクトを含めて公表


BLCJ＋関係団
体


2-4.
メーカーオブジェクト


設備等メーカーが作成するオブ
ジェクトをライブラリで利用可能と
する


BLCJ＋関係団
体


2-5.
ライブラリーと仕様情報の
連携


情報の一貫した活用を図るため、
BIMの持つ情報と施工に係る仕
様情報（標準仕様や施工要領
を含む）を連携させる


BLCJ＋関係団
体 検討 実践・試行 実装


２．BIMモデルの形状と属性情報の標準化


概要
設計・施工・引渡しなどBIMを作成する際のモデル（形状）の作成方法、オブジェクト、属性情報項目、属性


情報入力方法を標準化することにより、生産プロセスにおいて一貫してBIMを利活用できる環境を整備する。あ
わせて、建築材料・構造・設備機器等のメーカーとの連携を進める。


工程表


１．BIMを活用した建築生産・維持管理に
係るワークフローの整備


試行


検討 試行


検討


検討 試行 実装


試行


実装


実装


実装


4-1.
分類体系の検討


14※ 現在取組が進められている内容については、取組を行っている団体を、現在まだ手がつけられていない内容については、主体的に関わると考えられる団体を記載しているもの。







３．BIMを活用した建築確認検査の実施


概要
BIM及び属性情報を用いて、より効率的かつ的確な建築確認検査を実施するため、BIMから生成する２D図
面を用いる手法の整備を図るとともに、BIM審査・検査及びAI、IoT機器との連携など、より高度な活用を目
指し、検討・実践を進める。


工程表


検討事項 概要
主な


関係委員等※


工程表


工程1 工程2 工程３


3-1.BIM2D審査
BIMモデルから2次元図面を作成
する手法の整備及びBIM＋2次
元図面を用いた審査の実施


建築確認における
BIM活用推進協議
会（日本建築セン
ター等）＋関係団体


3-2.ビューワー
BIMを用いて審査を行うための
ビューワーソフトの仕様を規定し、
開発を進める


建築確認における
BIM活用推進協議
会（日本建築セン
ター等）＋関係団体


3-3.BIM審査
BIMモデルを用いて建築確認審
査を実施（あわせて関係法令を
整備等）


建築確認における
BIM活用推進協議
会（日本建築セン
ター等）＋関係団体


3-4.BIM検査
中間検査・完了検査をBIMモデ
ルを用いて実施


建築確認における
BIM活用推進協議
会（日本建築セン
ター等）＋関係団体


3-5.AI審査・検査


建築確認情報のデジタル化手法
を検討し、AIを活用したより効率
的な建築確認、IoT機器を活用
したより効率的な中間検査・完了
検査を実施


建築確認における
BIM活用推進協議
会（日本建築セン
ター等）＋関係団体


検討 試行


検討


検討 試行 実装


試行 実装


実装


検討 試行 実装


試行 実装


２．BIMモデルの形状と属性情報の標準化


検討


15※ 現在取組が進められている内容については、取組を行っている団体を、現在まだ手がつけられていない内容については、主体的に関わると考えられる団体を記載しているもの。







４．BIMによる積算の標準化


概要
BIMによる形状及び属性情報から積算数量を算定可能とするため、建築物の部位・部分・設備等を一元的に
管理可能なコード化を整備するとともに、BIMに合わせたオブジェクト単位での積算手法の標準化を図る。


工程表


検討事項 概要
主な


関係委員等※


工程表


工程1 工程2 工程３


4-1.
分類体系の整備


建築物の部位・部分・設備、作
業等の分類体系を整備


日本建築積算
協会＋そのほか


4-2.
積算手法の標準化


BIMによる形状情報及び属性情
報を用いた概算手法を確立


日本建築積算
協会＋そのほか


4-3.
コストマネジメント手法
の確立


BIMの特徴を生かした建築生産
における新たなコストマネジメント
手法を確立


日本建築積算
協会、不動協、
ファシリティマネジメ
ント協会等


試行


検討 試行


実装


実装


実装


試行検討


２．BIMモデルの形状と
属性情報の標準化


16※ 現在取組が進められている内容については、取組を行っている団体を、現在まだ手がつけられていない内容については、主体的に関わると考えられる団体を記載しているもの。


１．BIMを活用した建築生産・維持管理に
係るワークフローの整備







５．BIMの情報共有基盤の整備


概要
国際標準・基準を踏まえたデータの流通・蓄積手法を確立し、関係主体間のデータ連携の円滑化を図るととも
に、長期間経過後でもBIMデータが活用可能となる情報共有環境を整備する。あわせて、データの真正性確
保、セキュリティ、デジタル証明などBIMデータそのものの信頼性を確保するための技術を整備する。


工程表


検討事項 概要
主な


関係委員等※


工程表


工程1 工程2 工程３


5-1.国際標準・基準へ
の理解促進


日本におけるBIMデータの国際標
準・基準への対応方針、判りやす
い説明等による理解を促進する
手法を確立


bSJ＋IIBH＋
国総研・建研
+BLCJ


5-2.データ連携手法の
確立


建築生産プロセスにおいて関係者
間で伝達している情報を分析、整
理し、データ連携のプロセスと手法
を確立


bSJ＋国総研・
建研+BLCJ


5-3.情報共有環境の
整備


BIMのデータベース、プラットフォー
ム機能を有効に活用するため、
BIMデータを蓄積し情報共有する
環境（CDE（Common Data 


Environment）)を整備


bSJ＋国総研・
建研+BLCJ


5-4.データ真正性確保
技術の確立


BIMデータの信頼性を確保するた
め、なりすましと改ざんなどを防止
する技術を確立


国総研・建研
+BLCJ


5-5.デジタル証明技術
の確立


BIMデータ上での承認、確認を行
う技術・手法を確立


国総研・建研


検討 試行 実装


２．BIMモデルの形状と属性情報の標準化


検討 試行 実装


検討 試行 実装


17※ 現在取組が進められている内容については、取組を行っている団体を、現在まだ手がつけられていない内容については、主体的に関わると考えられる団体を記載しているもの。


検討 試行 実装


検討 試行 実装







６．人材育成、中小事業者の活用促進


概要
BIMを活用した建築生産、維持管理を効率化するとともに、中小事業者が円滑に導入可能となるよう、BIMマ
ネージャーや技術的な資格制度、人材育成などを進める。


工程表


検討事項 概要
主な


関係委員等※


工程表


工程1 工程2 工程３


6-1.
BIMマネージャー（仮
称）


建築物の生産プロセス全般におい
て、BIMデータを一元的に管理す
る「BIMマネージャー（仮称）」資
格


bSJ＋α


6-2.
BIM技術者資格


BIMデータの作成に係る技術者
資格


全団体


6-3.
BIM講習・研修


共通基盤に則ったBIM導入のた
めの講習・研修手法を整備し実
施


全団体


検討 実装


１．BIMを活用した建築生産・維持管理に係るワークフローの整備
２．BIMモデルの形状と属性情報の標準化 など


試行 実装


検討 実装


18※ 現在取組が進められている内容については、取組を行っている団体を、現在まだ手がつけられていない内容については、主体的に関わると考えられる団体を記載しているもの。







７．ビッグデータ化、インフラプラットフォームとの連携


概要
BIMとAIやIoT機器との連携を図るとともに、BIMデータ自体が社会的資産として活用されるよう情報基盤への
応用、データ蓄積等の手法を確立する。


工程表


検討事項 概要
主な


関係委員等※


工程表


工程1 工程2 工程３


7-1.
ビッグデータとしてのBIM
の活用


コストマネジメント、資産価値の把
握などが可能となるよう、部材・
製品、プロジェクト単位でのBIM
データを安全にビッグデータ化する
ための手法について整理


国総研・建研
+BLCJ


7-2.
インフラプラットフォームと
の連携


インフラプラットフォームに個別の建
築物情報を付加することで、より
高度な災害・環境等のシミュレー
ションへの応用を検証


国土交通省＋α


検討 実装


５．BIMの情報共有基盤の整備


検討


試行


19※ 現在取組が進められている内容については、取組を行っている団体を、現在まだ手がつけられていない内容については、主体的に関わると考えられる団体を記載しているもの。







（参考） 用語集


用語 解説


BIM Building Information Modelingの略。


属性情報 BIMに入力された、オブジェクトの性能・品質・法令等に関する情報である。
((例)寸法、重量、仕様、性能、分類、製品型式、製造者等)
ただし、設計・施工だけでなく、各種のシミュレーションに必要な情報、完成時引
渡しに必要な情報、運用段階の情報を加えて、拡張することができる。BIMに
は属性情報とともに2Dの形状、プロジェクト管理情報等が含まれており、BIM
利用の拡大には、これらの標準化が重要。


BEP BIM Execution Planの略。
BIM実行計画書。特定のプロジェクトにおいてBIMを利用するために必要な設
計情報に関する取り決め、業務契約書の一部。BIMを活用する目的、目標、
実施事項とその優先度、詳細度（LOD)と各段階の精度、情報共有、管理
手法、業務体制、関係者の役割、システム要件などを定めて文書化したもの。
プロジェクトの関係者間で事前に協議のうえ合意し、要件書として作成する。


EIR Employer‘s Information Requirementsの略。
発注者によって、社内チームとプロジェクト開発のサプライヤーと完成後施設の運
用者から要求される情報。発注者からの情報要件の関連概要は、アドバイザー、
コンサル、請負者等の調達文書に含まれる。


CDE Common Data Environmentの略。
デジタル情報を収集し蓄積する情報共有手法。技術的な課題、法令・制度等
の課題、人材確保の課題、コスト面での課題があると指摘されている。
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前回資料（建築BIMの将来像と工程表（たたき台））への
主なご意見について（概要）


1


該当部分 ご意見概要、修正の方向性（下線）


P.4 将来像
（無駄なく、速く）


「設計、施工の各工程のスピードアップ」について、今後のワークフロー等のあり方にもよるので、各工程
での無駄な作業の排除等、作業効率化とすべき。


P.5～P.9 将来像
（凡例）


凡例について、赤線で表現する「到達イメージ(現在）」は取組も様々なので、根拠を示すか定義の記載
が必要。また、各矢印の「小・中・大」の定義を記載すべき。


P.8 将来像
（中項目）


「企画・計画策定の効率化」、「設計業務の効率化」、「施工計画の最適化」については、現在の取組は
ある程度進んでいる。


P.13 取組１．
（ガイドライン）


「BIM標準ガイドライン」について、その内容について誤解のないよう「BIM標準ガイドライン（BIMワーク
フロー）」とすべき。


P.13 取組１
（契約）


「BIMによる契約」では、契約自体にBIMモデルを利用するように見えるため、「BIMを活用した場合の契
約」とすべき。


P.13 取組１
（業務報酬）


「業務報酬のあり方」は、設計以外にも設計・施工等の業務に係る報酬のあり方の検討が求められる。


P.15 取組３
（主な関係委員等）


協議会設立に伴い記載を修正。


P.15 取組３
（BIM3D審査等）


「BIM３D審査」、「BIM３D検査」は、BIMモデルを用いた審査・検査という意味であるため、３Dという表現
は不要。


P.15 取組３
（AI審査・検査）


「AI審査・検査」の前提として、「建築確認情報のデジタル化手法の検討」が必要。


【主なご意見 概要（記載の修正に係るもの）】


第３回 建築BIM推進会議


資料２－２


※第２回建築BIM推進会議後、参加団体に意見照会にご協力いただいた結果の意見概要
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前回資料（建築BIMの将来像と工程表（たたき台））への
主なご意見について（概要）


該当部分 ご意見概要、修正の方向性（下線）


P.16 取組４
（コード化）


「コード化」の前に体系化があるべきで、「分類体系の整備」と記載すべき。


P.16 取組４.
（積算手法の標準化）


「積算手法の標準化」の積算手法とは、現行の数量積算基準ではなく、BIMデータを用いた場合に活用
可能な数量情報による概算手法を意図している旨明確にすべき。


P.16 取組４.
（コストマネジメント）


「コストマネジメント手法の確立」は誰がどのタイミングで情報を入力するかが重要であるため、「ワーク
フローの整備」との連携が必要。


P.17 取組５.
（データ連携手法）


「データ連携手法の確立」は、「データ連携手法の確立」と「情報共有環境の整備」に分けられるのでは
ないか。


P.19 取組７.
（BIMデータのビックデータ
化手法）


「BIMデータのビッグデータ化手法」は、その趣旨を正確に「ビッグデータとしてのBIMの活用」とすべき。
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【主なご意見 概要（今後の検討について）】


該当分野 ご意見概要


１．ワークフロー 各工程だけでなく、発注者等を含む幅広い関係者に有意な建築BIMとなるべく配慮すべき。


〃
様々な用途、構造、建物・工事・会社規模、契約方法などにより検討項目が異なるため、今後対象を明
確にして情報発信すべき。


〃
小規模建築物等を含む幅広い対象を検討するとともに、小規模設計事務所・工務店等幅広い関係者が
使える形でまとめることが望ましい。


〃 設計、施工、維持管理の各工程でのBIM活用をそれぞれ適切に検討すべき。


〃 モデルプロジェクトを早期に設定し、試行しながら各工程が抱える課題を整理すべき。


〃
実際の業務に即したワークフローを構築するためには、BIMモデル、ドキュメントを組み合わせた合理的
なワークフローの定義が必要。


〃
最終成果品のイメージや理解レベルを共有化して議論・作業を行うべき。その際、概念的なBIM活用検
討ではなく、実際の業務に即したワークフローを構築すべき。


〃
BEP、EIRも平行して検討を進めるべき。また、対象の規模等によってその内容もそれぞれ異なるため、
留意する必要。


〃 フロントローディング型設計のワークフローに変革するシステムを検討すべき。


〃 施工者の早期参画など、関係者が初期段階から協業する仕組みを検討すべき。


〃 建築生産プロセスの中で、BIMマネジャーを含めた役割分担や立場を明確化するべき。


前回資料（建築BIMの将来像と工程表（たたき台））への
主なご意見について（概要）


※第２回建築BIM推進会議後、参加団体に意見照会にご協力いただいた結果の意見概要
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該当分野 ご意見概要


部会等の検討 今後、総合的観点が欠落しないよう、部会や各団体の取組を相互に連携させる必要。


〃 工程表の実施に当たり、全体の関係性や流れを俯瞰できるようにする必要。


〃 優先順位を定めて検討を行うべき。


〃 必要な関係団体等を今後適宜追加すべきではないか。（メーカー、設備、ベンダー等）


建築確認検査 建築プロジェクトに係る手続き全般の電子化も目指すべき。


分類体系の検討等 国際的には建築と土木のコードは同一となっているので、統一化も検討すべき。


〃 コストの可視化のためには、コスト管理する者を第三者となるよう配置するべきではないか。


データ連携 竣工モデル等は形式が変わっても、将来にわたって読み取り可能なものとなるよう検討が必要。


人材育成等 業界の裾野は広く、業界全体の底上げが重要。


〃 中小事業者のBIMの円滑導入・普及の促進。


ビッグデータ化等 施設等インフラ所有者の意見等を適切に聞くべき。


前回資料（建築BIMの将来像と工程表（たたき台））への
主なご意見について（概要）







Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism


今後の部会での検討について（案）


令和元年９月


建築BIM推進会議


資料３
第３回 建築BIM推進会議







部会の設置について（案）


1


【第２回建築BIM推進会議 資料２抜粋】
 建築BIM推進会議は、今年度下半期から、個別課題の検討を進めるための「部会」を設置予定。


今回の工程表で区分した７つの取り組みは、適切なタイミングでそれぞれ部会とするイメージ。
一方で、各団体では具体の検討が既に進められており、改めて「部会」を作って議論し直すのは非効率。


 このため、部会は大まかには
① 国交省が中心となって検討を進めるもの
② 各団体の現在の検討の場をそのまま「部会」とするもの ※国全体の検討の方向に沿って進めていることを内外に知らせる意義


の2種類を設けることとしたい。
 なお、工程表の「主たる関係者」はその部会を引っ張っていく候補の意味合いも含めている。
 建築BIM推進会議は、このような各部会に現在参画していない団体をマッチングする役割も果たす必要がある。


①「建築BIM環境整備部会（仮称）」の設置（案）
・ 検討対象：工程表「１．BIMを活用した建築生産・維持管理に係るワークフローの整備」に掲げる、
BIM標準ガイドライン（BIMワークフロー）等の検討。


・ 当面のスケジュール：今年度中に、建物分野のライフサイクル全般でのBIMの利活用をイメージしつつ、
BIM標準ガイドライン（企画・設計・施工・管理までのワークフローの整備と各段階で必要となるBIMモデルの
形状と属性情報の程度を整理・提示）案を検討し、第４回建築BIM推進会議で報告。


・ 部会長：志手一哉 芝浦工業大学建築学部建築学科教授
・ 委員構成として、建築BIM推進会議に参加する学識者及び各団体を基本とし、必要に応じて適宜追加又は
ヒアリングを実施。また、他の部会と連携するとともに、必要に応じて議論のたたき台を作成する作業WGを設置。
各団体には本会議後、委員をご推薦いただきたい。


・ 議事については原則公開とし、進捗・成果を適切に建築BIM推進会議等で報告・公開。


②各団体の検討部会の設置
・ 各団体の現在の検討の場をそのまま「部会」としてみなす。（具体的には次ページ参照）
・ 国全体の検討の方向性に沿って進めていることを内外に知らせる意義であり、基本的に各検討の場の規約等、
自主的な運営を尊重。国及び関心のある団体は適宜オブザーバー等の参加。


・ 建築BIM環境整備部会（仮称）と連携するとともに、進捗・成果を適切に建築BIM推進会議等で報告。
・ 各団体や建築BIM推進会議の進捗等に応じ、年度途中であっても適宜「部会」としてみなす。







建築BIMの推進に係る今後の取り組み ： 官民一体の推進体制の構築


 建築物の生産プロセス及び維持・管理において、BIMを通じ情報が一貫して利活用される仕組みの構築を図り、
建築分野での生産性向上を図るため、官民が一体となってBIMの推進を図るため建築BIM推進会議を省内に
構築（既存のBIM/CIM推進委員会の下に建築分野における検討WGとして構成）。


 建築BIM推進会議においては、各分野で進んでいる検討状況の共有や建築BIMを活用した建築物の生産・維
持管理プロセスやBIMのもたらす周辺環境の将来像を提示するとともに、将来像に向けた官民の役割分担・工程
表（ロードマップ）を提示。


 個別課題に対応するため、企画・設計・施工・管理までのワークフロー等を検討する「建築BIM環境整備部会
（仮称）」の設置や、各団体の活動を部会に位置づけることで、建築BIM活用に向けた市場環境の整備を推進。


ガイドライン・要領基準
改定WG


国際標準対応WG


実施体制検討
WG


活用促進WG


土木分野


建築BIM推進会議


buildingSMART Japan
土木委員会、建築(意匠・構造・設備）委員会


国際土木委員会
標準化委員会
（JACIC)


土木学会各地方整備局等


BIM/CIM推進委員会


民の取組


ⅰ－Construction


国際標準化への対応連携


連携


成果の連携・共有


実施状況の
共有・結果分析


実施体制の改善検討


教育支援


検討体制


［参加者］建築物の設計、施工、維持管理などに係る省
内関係部署、民間関係団体、学識、国土技
術政策総合研究所、建築研究所等


［当面の検討課題］建築BIMの活用による将来像、将来
像の実現に向けた官民の役割分担、工程表


※ 個別課題に対応した各検討部会を設置


連携・相互調整


参加・
成果共有・
相互調整
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建築分野
建築分野における検討WG


建築BIM環境
整備部会（仮称）


新設


・企画・設計・施工・管理までの
BIMワークフローの整備 等


建築確認に


おけるBIM


活用推進


協議会


BIMライブ


ラリ技術研


究組合


（BLCJ)


各団体の活動（一部部会とみなす）







建築BIM環境整備部会（仮称） 構成（案）
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●学識
[部会長］ 志手 一哉 芝浦工業大学建築学部建築学科 教授


蟹澤 宏剛 芝浦工業大学建築学部建築学科 教授
清家 剛 東京大学大学院新領域創生科学研究科 教授
安田 幸一 東京工業大学 環境・社会理工学院 教授


●関係団体


●国土交通省等


民間団体等


設計 (公社)日本建築士会連合会
(一社)日本建築士事務所協会連合会
(公社)日本建築家協会[JIA]
(一社)日本建築構造技術者協会[JSCA]
(一社)日本設備設計事務所協会連合会[JAFMEC]
(公社)日本建築積算協会[BSIJ]


うち
建築確認


日本建築行政会議［JCBA]
(一財)日本建築センター


施工 (一社)日本建設業連合会、(一社)全国建設業協会
(一社)日本電設工業協会、(一社)日本空調衛生工事業協会


維持・管理
発注者等


(一社)住宅生産団体連合会
(公社)日本ファリティマネジメント協会［JFMA］
BIMライブラリ技術研究組合［BLCJ］
(一社)不動産協会[RECAJ]


調査・研究 (一社) buildingSMART Japan［bSJ］
(一社)日本建築学会［AIJ］


情報システム・
国際標準等


(一財)日本建設情報総合センター［JACIC］
(一社)建築・住宅国際機構［IIBH］







各団体のＢＩＭに関する現在の取組状況
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◆ 第２回建築BIM推進会議後、各団体からBIMに関する現在の取組状況を調査。
その結果をまとめると以下のとおり。


◆ 工程表の「主たる関係者」には各部会等の取組分野を主導いただくとともに、建築BIM推進会議は、
各部会に現在参画していない団体をマッチングする役割も果たす必要がある（※第２回資料）ことから、
引き続き、建築BIM推進会議で、各団体から幅広な活動報告を必要に応じてお願いしたい。


団体名


取組状況


独自の取組
1 2 3 4 5 6 7


BIMを用いた建築生
産・維持管理に係る
ﾜｰｸﾌﾛｰの整備


BIMモデルの形状と
属性情報の標準化


BIMを用いた
建築確認検査


の実施


BIMによる
積算の標準化


BIMデータの情報共
有環境基盤の整備


人材育成、中小事業
者の活用促進


ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ化、ｲﾝﾌﾗ
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑとの連携


設
計
関
係
団
体


日本建築士会連合会


◎ ○ ○
BIMの情報提供・代表4ベン
ダーの取組み収集


小規模建築物での検討につい
て


日本建築士事務所
協会連合会


◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○
日事連共催（栃木県建築士事務所協
会主催）の学生・プロ向けのＢＩＭアイ
ディアコンペ


ロードマップ作成(検討事項抽
出)/標準化やワークフロー策
定


現状調査分析・情報共有 現状調査分析・情報共有 現状調査分析・情報共有 現状調査分析・情報共有 入門研修試験的実施
メリット理解促進アクション準備


現状調査分析・情報共有


日本建築家協会


◎ ○ ○ ○ ○
「BIMワークフロー」について検
討(BIM部会)


海外事例調査・他団体での活
動注視


海外事例調査・他団体での活
動注視


海外事例調査・他団体での活
動注視


海外事例調査・他団体での活
動注視


日本建築構造技術者
協会


○ ○ ○
構造躯体データー仕様統一案
作成中
設計業務におけるBIMの使用
状況調査


構造躯体データー仕様の第一
次案作成、最終的なデーター
仕様の作成開始予定


構造設計者向け説明資料
（仕様書、マニュアル等）作
成・サンプルテンプレート等作成


日本設備設計事務所
協会連合会


○ ○


空気調和・衛生工学会「BIM による設
備設計・工事の高度合理化に関する調
査研究」2019年7月2日公表


設備設計におけるBIM導入の
諸課題抽出
適正な業務内容と業務報酬
のあり方検討・整理


中小事業者BIM導入促進策
（研修制度・フリーソフト提供
を含めた助成制度等の効果的
支援のあり方検討・整理）


日本建築積算協会


◎
分類体系調査研究
BIM入力情報(LOD,LOI)検
討
BIMと分類体系を用いたコスト
マネジメント手法の検討


審
査
者･


特
定
行
政
庁


日本建築行政会議


日本建築センター


◎
<協議会>BIMモデルから2次
元図面作成手法整備（図面
表現標準(凡例等)検討・提
案）、ビューワーのあり方検討
着手


施
工
関
係
団
体


日本建設業連合会


◎ ○ ○


『施工BIMのスタイル』シリーズを
執筆発行


『施工BIMのスタイル2020』
改訂発行予定
総合建設業者（ゼネコン）、
専門工事業者WG活動


施工計画に必要なBIMライブ
ラリの属性標準化検討


セミナー開催
実態調査アンケート
施工BIMに取り組む企業への
情報発信（WEB資料公
開）


全国建設業協会
○


現状調査分析・情報共有


日本電設工業協会


日本空調衛生工事業
協会


BIM推進部会新設（8/7活動開始）


維
持
管
理
・
発
注
者
関
係
団
体
等


住宅生産団体連合会


○


BIM WG立ち上げ案住宅分野ワークフロー構築
(BIM実施の課題・問題点まと
め)


日本ファシリティ
マネジメント協会


◎
「ファシリティマネジメントのためのBIMガイドラ
イン」2019年8月発行


FMでのBIM活用についての研
究(BIM・FM研究部会)


BIMライブラリ技術研究
組合


◎ ○ ○ ○
BIMオブジェクトの形状と属性
情報標準化
BIMライブラリの構築・運用


建築確認との連携に関する情
報収集、防火扉等オブジェクト
試作


仕様情報との連携に関する基
本的な検討


BIMフロンティア技術情報収集


不動産協会


調
査
・
研
究
団
体


国土技術政策
総合研究所 ○


BIM検証調査(平成30年度
～）実施中
「BIM活用等の多様な建築生
産に対応するプロジェクト運営
手法に関する研究」用ガイドラ
イン(案) 検討


○
BIMオブジェクトライブラリの開
発（H30年度)


○
BIM建築確認審査に係るガイ
ドライン類の開発(H30年度)


◎
インフラ・データプラットフォームの
構築
オンライン電子納品システムの
開発
地図表示、エリア検索、キー
ワード検索機能の整備


◎
施工記録情報の集積方法の
開発（H30年度)
建築物の出来形・品質等を照
査しうる施工記録情報の取得
記録要領（案）の検討


PRISM
「国１ i-constructionの推進」のうち、建
築プロジェクト管理を省力化高度化するBIM
データ活用
①設計BIMに付随させる情報の特定
②設計と施工との整合性判定技術の開発
③建築プロジェクト管理における施工データの
管理支援技術の開発
④公的住宅賃貸事業におけるBIMの適用


国立研究開発法人
建築研究所


buildingSMART
Japan


○ ○ ○ ◎ ◎
「業界のBIMを取り巻く環境の
整理」作成


IFC仕様の理解・策定、活用
するための活動（建築・建設
分野の諸団体と連携）


「IFCを用いた確認申請」と連
携
IFCとPDFを重ね合わせた
ビューワーの元になるシステムの
開発


CDE調査・課題検討
「デジタル新時代に求められる
CDEの実現にむけて～建築情
報をセキュアに管理する仕組み
を創る～」作成


BIM個人認証制度スタート
制度の実施準備中(マニュアル
化・試験内容の確認・試験実
施の制度化等)
日本の建築制度の違いによる
見直し中


日本建築学会


○ ○ ○ ○ 設計と生産の情報化小委員会、建築情
報教育小委員会、
材料施工委員会/建築生産運営委員
会/施工BIM小委員会
2015年から継続して開催しているBIM
の日シンポジウムの開催（2015年から
継続）
「施工BIMにおけるマネジメント技術に関
するシンポジウム」等開催


建築の設計・生産における
ICT 活用調査・研究
業務プロセスおよび情報伝達
基準の研究
BIMによって変わる組織、職
能・職域の再認識
設計生産の情報化実態調査


オブジェクトのルール化と情報
連携手法についての研究
デジタル資料集成に関する指
針


BIMを中心とする情報連携技
術の検証


建築情報教育のあるべき全体
像に関する議論と可視化
先端的教育取り組みの実践
者の講演と議論
建築情報教育のあるべき全体
像の再構成


情
報
シ
ス
テ
ム
・
国
際
標
準


日本建設情報
総合センター


○ ○
BIM/CIM研修(8、12月開
催)


JACICクラウドの用意(一気通
貫の実証試験実施予定)
統合モデルの作成


建築・住宅国際機構


○
ISOにおける建設情報関係標準化活動
（主としてTC59/SC13）への参加・専
門家の派遣
ICISへの加盟、年次会合への専門家の
派遣


建築分野における仕様情報を
中心としたプロジェクト運営実
務に関する各国の取り組み状
況等の把握


凡例：◎：主体的に取り組む、〇：取組中・取組予定







建築BIM
環境整備
部会
（仮称）


部会１．


部会２．


部会３．


部会４．


部会５．


関係団体
の検討


部会等の検討の流れ イメージ（案）
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１．BIMを活用した建築生産・維持管理に係るワークフローの整備


２．BIMモデルの形状と属性情報の標準化


３．BIMを活用した建築確認検査の実施


４．BIMによる積算の標準化


BIMオブジェクト標準2.0


ライブラリーと仕様情報の連携


BIM標準ガイドライン（BIMワークフロー）原案検討


ライブラリーと仕様情報の連携


属性情報の標準化


BIMモデル・属性情報の標準化


ライブラリー整備


【R2.3月予定】


【2020年秋予定】


推進会議報告


BEP・EIR 議論


試行・検証（実プロジェクトへの適用等）


竣工モデル定義 議論


試行・検証


試行・検証


原案検討


原案検討


設計・施工・FMの連携 議論 試行・検証原案検討


人材育成、中小企業の活用促進


ビッグデータとしてのBIMデータの活用等


コストマネジメント手法の確立


積算手法（概算）の標準化検証分類体系
検討


分類体系のあり方（案）検証・提案


確認図面の
表現標準
検討（意匠）


試行・検証


・確認図面の表現標準作成（意匠・構造・設備）
・確認図面の表現標準作成のために必要な入出力情報を定めるための解説書作成
・確認審査に適したBIMビューワーソフトウエア仕様（機能、性能等を定めたもの）の策定


【協議会設置】


５．BIMの情報共有基盤の整備


国際標準・基準への理解促進


BIMデータ連携の標準化BIMデータ連携素案作成


BIM教育・資格のあり方検討 BIM教育・資格の検討


国際標準・基準への理解促進（継続）


BIMデータ連携のあり方検討


BIMオブジェクト標準1.0


＜部会２.～５.＞


属性情報の標準化
＜BLCJ＞


＜検討委員会設置（予定）＞


＜建築確認におけるBIM活用推進協議会＞


＜ｂSJ＞


＜ｂSJ等＞


【2022年春予定】







建築ＢＩＭ推進会議・部会等の進め方・スケジュール 案 ［2019年度］
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 6月～9月の間で3回、建築BIM推進会議を開催し、BIMを活用した建築生産プロセスの将来像及びこれに向けた工程表（案）


を策定。今年度下半期に 個別の課題に対応する部会を設置し、個別課題の検討を開始。


 今年9月以降、建築BIM推進会議は部会の検討結果の共有、関係団体の活動状況の共有を図る場として活用。


 第4回建築BIM推進会議（年度末予定）では、将来像・工程表の更新（リーフレット）案※を策定。また、BIM標準ガイドライン


（BIMワークフロー）案等を含む部会の活動報告や関係団体の活動報告を実施。 ※適宜関係団体に資料提供・意見照会等実施


４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３


BIM/CIM


推進委員会


建築BIM


推進会議


建築BIM


環境整備
部会（仮称）


各関係団体の


検討部会


第1回
6/13


第2回
7/23


第3回
9/2


第2回4/23 第3回2月中旬予定


初動・集中検討期間（3回実施予定）


・国や関係団体の取組報告
・BIMを活用した将来像と工程
表案策定に向けた検討依頼
・今後の進め方・スケジュール案


・将来像・工程
表素案の提示
・課題の整理・
抽出


・将来像・工程表
案のとりまとめ
・課題解決に向け
た進め方


※松村委員長
のご出席


ワークフロー等
の課題検討


課題検討


※各委員が全員出席


・建築BIM推進会議の
設置を承認 ・建築BIM推進会議の活動報告


（中間報告）


第4回
年度末予定


まとめ


・将来像･工程表の更新
・部会検討の結果報告
・関係団体の活動報告


相互
連携


課題検討


課題検討
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令和2年度住宅局関係予算概算要求概要（抜粋）


Ⅲ．重点施策のポイント


４．住宅・建築物の質の向上とそれを支える住宅産業の生産性と成長力の引上げ加速


（２）住宅・建築分野における生産性向上・国際展開


住宅・建築分野における業務効率化や生産性向上を進めるため、（中略）、官民一体で構成する建築BIM推進
会議において、建築物の生産・維持管理プロセス全体で一貫してBIMを利用可能とするための標準フォーマットや各生
産主体の役割分担の議論を行い、併せて、議論の成果を実際の建築プロジェクトに活用し、課題や改善方策の報告を
行う事業に対し、その掛かり増し費用を支援する。







Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism


ＢＩＭを活用した建築生産・維持管理に係る
ワークフローの整備の検討（案）


令和元年９月


建築BIM推進会議


資料４
第３回 建築BIM推進会議







設計､施工、維持管理まで一貫で活用できるＢＩＭモデルとは


1


・プロジェクトの進行とともに内容の評価と改訂を実施


BIM環境整備部会（仮称）における当面の主な検討ポイント（案）


意 匠


構 造


設 備


統合モデル


情報：属性データ


連携するための
標準フォーマット
(IFC＋αデータ等）


形状:３Dデータ


その他


建築生産プロセス


①設計から施工段階へ受け渡し


形状と情報のBIMモデルを
各段階との連携・受け渡し・維持管理に活用


（コスト、家具、仮設等）


建築のライフサイクルで活用できるBIMモデルの作成イメージ（検討事項）


②設計・施工BIMから維持管理計画への連携


③竣工モデルから維持管理段階へ受け渡し


④BIMデータを維持管理段階で活用LCCに必要なBIMモデル
として一元管理し、整合性
を高める


 いつ、だれの責任でBIMモデルに何を入力し、何をモデリングするか？
（いつ、だれが入力したとしても、その役割・責任分担に応じて費用が払われる仕組みを幅広に検討）
 BIMで使いやすい、引継ぎやすい標準フォーマットを作成し、建築業界の統一された共通ルールをつくる
 設計・施工・維持管理の各段階で必要なオブジェクト、属性データとは？共通となる情報とは？
 オブジェクト、属性データなど、どのような基本情報を、どのようなデータで、どのように引継いでいくか？
 BIMモデルを用いて、建設コスト・維持管理コストの算出・管理へ連携して活かすためには？
 海外事例を参照するとともに、可能な限り、国際標準・基準に沿って整理・検討







維持管理完成・引渡


ＢＩＭ標準ガイドライン（ＢＩＭワークフロー）の概略イメージ


2


・プロジェクトの進行とともに内容の評価と改訂を実施


概要：空間の計画、建物要素の入力方法、建物管理への展開など、発注者の具体的な利用目的に沿って、様々な
成果物（ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ）、BIMプロセスなどについて概説し、標準的なBIMの活用方法を示したガイドライン。


施工実施設計基本設計調査・企画


②各段階での業務内容（だれが何のため何を入力するか）


●BIM実行計画について
「プロジェクトの実行ﾌﾟﾛｾｽのためのBIM導入実施項目」を明示


●BIM成果物 「誰が、何をつくるか」を明示
（BIMの属性情報、BIMプロジェクトの目標・責任分担表、体制）


データ受渡 データ受渡①各段階の業務の流れと段階


施工情報 維持管理情報


Information


BIMモデル(形状)の情報量


属性情報の情報量


Model


設計情報


施工BIM


設計BIM


（設計意図伝達BIM）


維持管理BIM


③BIMへのインプット情報


●BIMプロセス
「各段階でどのように、どのような手順でBIM成果物を作成
し、共有するか」
「入力・モデリング及びコラボレーションの手順」を明示


④各段階でのアウトプット


基本情報


基本情報


建物管理・日常管理・改修情報等


【参考イメージ】 ＊項目も含め、海外事例を踏まえて今後、検討部会で検討予定。


1-5．
部品メーカーとのか
かわり方の整理


1-6.BIMを活用した場合の契約
1-7.業務報酬のあり方


1-4．
竣工BIMの定義


（データ受渡）


（データ受渡）
※基本設計発注の場合


※基本設計発注の場合


※改修のために保存


1-2.BIM実行計画書(BEP)


1-3.BIM発注情報要件(EIR)


1-8．著作権


（維持）


（保全）
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1.技術面：
ソフトウェアプラットフォームやデータ変換方式
の指定、詳細レベルの定義など
２.管理面：
採用規格の指定、BIMにおける情報構築
や責任に対する役割分担、協働方法等、
プロジェクト進行に伴う情報プロセス管理
３.発注者のデータ利用面：
発注者への情報交換データ形式によるデー
タ納入の目的、BIMモデル成果物の詳細


ＢＩＭ実行計画書（BEP）


1.プロジェクト情報
・プロジェクト概要
・プロジェクト関係者及び役割分担
・プロジェクトマイルストーン
・プロジェクト基準文書


２.プロジェクトのBIMの目標及び活用
・BIMの目標及び活用事項
・BIMモデルの作成役割分担
・BIMモデルの詳細度（LOD)


発注者情報要件（EIR）


３.BIMプロセス運用計画・実施体制
・BIMプロセス推進体制
・BIM会議実施計画
・BIMツール
・BIMプロセス(BIM活用計画、BIM統合調整等）


４.運用規約及びシステム要件
・BIMライブラリー・ファイル名指針
・情報管理・データセキュリティ指針
・BIMモデルの権利・利用範囲
・共通データ環境、ハードウェア要件


※出典：ファシリティマネジメントのためのBIMガイドライン「FMのためのBIM実行計画」/JFMA 2019．8


入札者（設計者・施工者等）


※出典：Institute of Workplace and Facilities Management,UK,EIR


発注者


BIMを用いた委託業務で必要となる契約内容の確認フロー（案）


ＥＩＲ、ＢＥＰの 「ひな型」（参考イメージ）


BIM標準
ガイドライン


＊各項目も含め、今後、検討部会で検討していく予定


BIM発注者情報要件（EIR) ､BIM実行計画書（BEP) の概略イメージ
 EIRは、個別プロジェクトの納入させるBIMデータの詳細度、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ過程、運用方法、契約上の役割分担等を定めた発注


要件であり、発注者により「ひな型」に沿って作成され、受注者選定や契約に先立って入札者に提示されるもの。
 これに対して、BEPは入札者から発注者に対して個別プロジェクトにおけるBIMの使い方を提案するもので、入札者が自らの知


見蓄積をもとに、「ひな型BEP」に沿って業務の条件確認書（契約前BEP）として発注者に提示される。受注者決定後、発
注者と契約協議を行い、BIM標準ガイドラインやEIRを参照しながらBEPを更新し、双方合意して契約後BEPとして共有される。


【委託業務特記仕様書の一部】


EIR
プロジェクトでどんなデータをいつ
必要かなどを入札者へ提示


【業務提案書（※業務計画書）の一部】


契約前BEP実行するプロジェクトでBIMを用い
た実行計画を発注者へ提案


【契約書の一部】


EIR 契約後BEP


④契約（双方合意）


①発注要件


ひな型BEP
（空欄）


②計画提案


A社 B社 C社


B社


受注者


参照


③受注者
決定


入
札
段
階


契
約


（※


契
約
前
段
階
）


※入札方式ではない場合：受注者


BIM標準
ガイドライン


参照


参照文献：国際標準PAS1192-2:2013 （※上記の入札者は入札方式ではない業務の場合は、受注者）





		議事次第

		資料１：委員名簿

		資料２－１：建築ＢＩＭの将来像と工程表（案）修正版

		資料２－２：前回資料への主なご意見について（概要）

		資料３：今後の検討部会での検討について（案）

		資料４：ＢＩＭを活用した建築生産・維持管理に係るワークフロー整備の検討






BIMライブラリーコンソーシアム
の活動について


志手一哉（芝浦工業大学）







属性項目標準化の必要性
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• 属性項目が標準化されていないことの弊害


• 業務ソフトウエアのBIMモデル連携が進まない
• 例：積算ソフトウエア、FMソフトウエア


• 業務のデジタル革新が進まない
• 例：確認申請、電子商取引、施設資産評価


• 設計と施工におけるBIMモデルが断絶する
• 例：建築エレメントに対する要求性能や工事仕様の情報


• オブジェクト名称仕様を表現したつもり
• 全ての資機材のBIMモデルを入力してしまう
• 特定のソフトウエア間だけのデータ連携、など


ある組織が作成したBIMモデルを
他の組織が利用することは難しい







BIMライブラリーコンソーシアム（BLC）
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• 設立目的


• 「BIMは本来建物のライフサイクル全般に活用できる
ものであることから、建築材料・設備機器等の耐久性、
エネルギー使用等の情報も集約し、運用・維持管理
（FM）への活用」


• 2015年10月に学識者、設計・施工・維持管理・
ソフトウェア分野の企業、団体が参加したBIMラ
イブラリーコンソーシアムを建築保全センター
に設置


• 2019年8月に国交省認可の「BIMﾗｲﾌﾞﾗﾘ技術研究
組合」に改編







これまでに取り組んできたこと
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• BIMオブジェクトの属性項目標準の策定


• 建築部会：NBS BIM Object Standardに倣った属性項目
標準の検討（窓、ドア、壁、床、天井、キッチンシ
ステム、洗面化粧台、バスユニット、エレベータ、
エスカレータ）


• 設備部会：C-CADEC協議会のStem標準に基づいた属
性項目標準の再整理（各種の設備機器）


• 建築と設備の属性項目標準の考え方の調整


• NBS標準とStem標準の相互運用性の確保


• 配信するデータのイメージ検討


• 中間ファイルか、ネイティブファイルか







属性項目標準の先行事例「NBS」
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• NBS BIM Object Standard


2011年にFirst Editionを発表


目的


①共通の標準を使用して建物情報の統合


とその効果的な使用を可能とする


②建設の専門家、メーカー、その他の


BIMコンテンツの開発者がCommon Data 


Environmentで動作するBIMオブジェクト


の作成を支援する


国際標準であるIFC Property Sets、COBie


と完全な互換性







NBS BIM Object Standardの属性項目
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NBS BIM Object Standardの属性項目
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IFC


NBS
General


NBS
Data


COBie







BLC BIMオブジェクト標準 v1.0


8


属性グループ 概要 内容 説明


BLC管理情報
項目


BLCの一般事項
企業コードT(CI-NET企業識別コード)、企業名、
企業URL、分類コード（CI-NET建設資機材コー
ド）、参照している仕様書等のバージョンなど


全てのBIMオ
ブジェクトで
共通


IFC
建築エレメント
の性能


IFC4の「common property sets 」
IFC4に記載のない日本独自の建築部品はBLCで制
定（JPNPset_xxxxCommon）


建築部品のタ
イプで異なる


COBie
建築部品の工事
仕様・製品仕様


「COBie v2.4」=「COBie UK 2012」=「BS1192-4」
における「Type」シートと「Compornent」シー
トの項目


全てのBIMオ
ブジェクトで
共通


BOS_General NBSの一般事項


モデルの作成者、メーカー名(製造会社名)、メー
カーURL、仕様システムのタイトル、仕様システ
ムの参照番号（NBS Code）、製品の概要、分類
コード（Uniclass2015）など


全てのBIMオ
ブジェクトで
共通


BOS_Data-1
日本特有の建築
部品の性能


建築エレメントに対する日本独自の性能、明細
見積りに必要なオプション類


建築部品のタ
イプで異なる


BOS_Data-2 製品個別の仕様 製品独自の仕様
製品ごとに異
なる







IFC Property sets (IFC4 Add2)
Windows Door DoorWindowGlazingType


Reference 参照記号 Reference 参照記号 GlassLayers ガラス枚数


Status 状態 Status 状態 GlassThickness1 ガラス厚1


AcousticRating 遮音性 AcousticRating 遮音性 GlassThickness2 ガラス厚2


FireRating 防火性 FireRating 防火性 GlassThickness3 ガラス厚3


SecurityRating 防犯性 SecurityRating 防犯性 FillGas 充填ガス種


IsExternal 外部区分 DurabilityRating 耐久性 GlassColor ガラス色


Infiltration 気密性 HygrothermalRating 湿熱性 IsTempered 強化ガラスか否か


ThermalTransmittance 断熱性 WaterTightnessRating 水密性 IsLaminated
皮膜を被せたガラスか
否か


GlazingAreaFraction ガラス率 MechanicalLoadRating 定格荷重 IsCoated コーティングの有無


HasSillExternal 水切りの有無 WindLoadRating 耐風圧性 IsWired 網入りガラスか否か


HasSillInternal 膳板の有無 Infiltration 気密性 VisibleLightReflectance 可視光反射率


HasDrive ドライブの有無 IsExternal 外部区分 VisibleLightTransmittance 可視光透過率


SmokeStop 防煙対応の有無 ThermalTransmittance 断熱性 SolarAbsorption 日射取得率


Fire Exit
避難上又は消火活動上有効な開口部か
否か


GlazingAreaFraction ガラス率 SolarReflectance 日射透過率


WaterTightnessRating 水密性 HandicapAccessible ハンディキャッパー対応 SolarHeatGainTransmittance 透過太陽熱利得係数


MechanicalLoadRating 定格荷重 Fire Exit
避難上又は消火活動上有効な開口部か
否か


ShadingCoefficient 遮蔽係数（SC値）


WindLoadRating 耐風圧性 HasDrive ドライブの有無 ThermalTransmittanceSummer
夏期の熱透過係数（U
値）


SelfClosing 自動ドア閉機能区分 ThermalTransmittanceWinter
冬季の熱透過係数（U
値）


SmokeStop 防煙対応の有無


要求性能として不足は無いか







IFC Property sets (IFC4 Add2)
Wall Covering, CoveringCeiling Covering, CoveringFlooring


Reference 参照記号 Reference 参照記号 Reference 参照記号


Status 状態 Status 状態 Status 状態


AcousticRating 遮音性 AcousticRating 遮音性 AcousticRating 遮音性


FireRating 防火性 FlammabilityRating 可燃性等級 FlammabilityRating 可燃性等級


Combustible 可燃性区分 FragilityRating 脆弱性等級 FragilityRating 脆弱性等級


SurfaceSpreadOfFlame 表面の炎の拡散 Combustible 可燃性区分 Combustible 可燃性区分


ThermalTransmittance 断熱性 SurfaceSpreadOfFlame 表面の炎の拡散 SurfaceSpreadOfFlame 表面の炎の拡散


IsExternal 外部区分 Finish 仕上げ Finish 仕上げ


LoadBearing 耐力部材 ThermalTransmittance 断熱性 ThermalTransmittance 断熱性


ExtendToStructure 構造体との接触 IsExternal 外部区分 IsExternal 外部区分


Compartmentation 防火区画 FireRating 防火性 FireRating 防火性


Permeability 透過性 HasNonSkidSurface 滑りにくさ


TileLength 天井タイルの長さ HasAntiStaticSurface 帯電防止


TileWidth 天井タイルの巾


要求性能として不足は無いか







窓の属性項目
1.1.1


窓
｜
Ps
et
_
Wi
nd
o
w
Co
m
m
on


Reference 参照記号 2.1.1


C
O
Bi
e 
Ty
pe 
Pr
op
er
tie
s


AccessibilityPerformance アクセスビリティ性能


1.1.2 Status 状態 2.1.2 AssetType 資産の種類


1.1.3 AcousticRating 遮音性 2.1.3 Category 分類


1.1.4 FireRating 防火性 2.1.4 CodePerformance 法令性能


1.1.5 SecurityRating 防犯性 2.1.5 Colour 色


1.1.6 IsExternal 外部区分 2.1.6 Constituents 構成要素


1.1.7 Infiltration 気密性 2.1.7 Description 説明


1.1.8 ThermalTransmittance 断熱性 2.1.8 DurationUnit 耐用期間の単位


1.1.9 GlazingAreaFraction ガラス率 2.1.9 ExpectedLife 耐用期間


1.1.10 HasSillExternal 水切りの有無 2.1.10 Features 特徴


1.1.11 HasSillInternal 膳板の有無 2.1.11 Finish 仕上げ


1.1.12 HasDrive ドライブの有無 2.1.12 Grade グレード


1.1.13 SmokeStop 防煙対応の有無 2.1.13 Manufacturer  製造者


1.1.14 Fire Exit 避難上又は消火活動上有効な開口部か否か 2.1.14 Material 材料


1.1.15 WaterTightnessRating 水密性 2.1.15 ModelNumber 品番


1.1.16 MechanicalLoadRating 定格荷重 2.1.16 ModelReference 商品名


1.1.17 WindLoadRating 耐風圧性 2.1.17 Name 製品名


1.2.1 ガ
ラ
ス
| 
Ps
et
_D
oo
r
Wi
nd
o
w
Gl
azi
ng
Ty
pe


GlassLayers ガラス枚数 2.1.19 NominalLength 公称長さ


1.2.2 GlassThickness1 ガラス厚1 2.1.20 NominalWidth 公称巾


1.2.3 GlassThickness2 ガラス厚2 2.1.21 ReplacementCost 更新コスト


1.2.4 GlassThickness3 ガラス厚3 2.1.22 Shape 形状


1.2.5 FillGas 充填ガス種 2.1.23 Size 大きさ


1.2.6 GlassColor ガラス色 2.1.24 SustainabilityPerformance 持続可能性


1.2.7 IsTempered 強化ガラスか否か 2.1.25 WarrantyDescription 保証の説明


1.2.8 IsLaminated 皮膜を被せたガラスか否か 2.1.26 WarrantyDurationLabor 保証サービス期間


1.2.9 IsCoated コーティングの有無 2.1.27 WarrantyDurationParts 部品交換サービス期間


1.2.10 IsWired 網入りガラスか否か 2.1.28 WarrantyDurationUnit 部品交換サービス期間の単位


1.2.11 VisibleLightReflectance 可視光反射率 2.1.29 WarrantyGuarantorLabor アフターサービスの保証人


1.2.12 VisibleLightTransmittance 可視光透過率 2.1.30 WarrantyGuarantorParts 保証サービス担当機関


1.2.14 SolarReflectance 日射透過率 2.2.1 Co
m
po
ne
nt


AssetIdentifier 資産識別子


1.2.15 SolarHeatGainTransmittance 透過太陽熱利得係数 2.2.2 BarCode バーコード


1.2.16 ShadingCoefficient 遮蔽係数（SC値） 2.2.3 InstallationDate 設置日


1.2.17 ThermalTransmittanceSummer 夏期の熱透過係数（U値） 2.2.4 SerialNumber シリアルナンバー


1.2.18 ThermalTransmittanceWinter 冬季の熱透過係数（U値） 2.2.5 TagNumber 資産管理番号


BOS_Data-1


建具勝手 額見付巾 その他の建具金物


枠見込巾 ガラス種類１ 水切り形状


枠見付巾 ガラス種類２ 網戸の有無


額形状 ガラス種類３ 指詰め防止金物の有無


額見込巾 錠の種類 額縁アングルの有無


建具表を作成できるか







仕上げの属性項目
1.2.1 表


層
| 
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_C
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m
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Reference 参照記号


1.2.2 Status 状態


1.2.3 AcousticRating 遮音性


1.2.4 FlammabilityRating 可燃性等級


1.2.5 FragilityRating
脆弱性等級。当該国の建築法規による＊日本では該当無
し？


1.2.6 Combustible 可燃性区分


1.2.7 SurfaceSpreadOfFlame 表面の炎の拡散


1.2.8 Finish 仕上げ


1.2.9 ThermalTransmittance 断熱性


1.2.10 IsExternal 外部区分


1.2.11 FireRating 防火性


2.1.1


C
O
Bi
e 
Ty
pe 
Pr
op
er
tie
s


AccessibilityPerformance アクセスビリティ性能


2.1.2 AssetType 資産の種類


2.1.3 Category 分類


2.1.4 CodePerformance 法令性能


2.1.5 Colour 色


2.1.6 Constituents 構成要素


2.1.7 Description 説明


2.1.8 DurationUnit 耐用期間の単位


2.1.9 ExpectedLife 耐用期間


2.1.10 Features 特徴


2.1.11 Finish 仕上げ


2.1.12 Grade グレード


2.1.13 Manufacturer  製造者


2.1.14 Material 材料


2.1.15 ModelNumber 品番


2.1.16 ModelReference 商品名


2.1.17 Name 製品名


2.1.19 NominalLength 公称長さ


2.1.20 NominalWidth 公称巾


2.1.21 ReplacementCost 更新コスト


2.1.22 Shape 形状


2.1.23 Size 大きさ


2.1.24 SustainabilityPerformance 持続可能性


2.1.25 WarrantyDescription 保証の説明


2.1.26 WarrantyDurationLabor 保証サービス期間


2.1.27 WarrantyDurationParts 部品交換サービス期間


2.1.28 WarrantyDurationUnit 部品交換サービス期間の単位


2.1.29 WarrantyGuarantorLabor アフターサービスの保証人


2.1.30 WarrantyGuarantorParts 保証サービス担当機関


2.2.1 Co
m
po
ne
nt


AssetIdentifier 資産識別子


2.2.2 BarCode バーコード


2.2.3 InstallationDate 設置日


2.2.4 SerialNumber シリアルナンバー


2.2.5 TagNumber 資産管理番号


建具表を作成できるか
＊部屋のオブジェクトが必要


BOS_Data-1


認定番号


仕上げ材の材質


仕上げ材の名称


仕上げ材のメーカー名


仕上げ材の厚さ


断熱材の材質


断熱材の名称


断熱材のメーカー名


断熱材の厚さ


断熱材支持材


断熱材有害性の評価


断熱材の単位重量


単位重量の単位


接着強度


外装仕上げ材の支持方法


質量密度


熱抵抗


水蒸気透過性







参考：IFC4 Add2  Property Sets
http://www.buildingsmart-tech.org/ifc/IFC4/Add2/html/
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buildingSMART の「IFC4 Add2」で規定されているcommon property sets（6. Shared schemas と7. 
Domain schemas のPset_xxxx Common）に，ビルディングエレメントや材料ごとに列記されている要
求性能。


「ガラスドア」のように異なるエレメントの組み合わせで製品が構成されている場合には，
「Pset_Door Common （ドア）」と「Pset_Door Window Glazing Type（ガラス）」のcommon property 
sets を併記する。







参考：COBie v2.4 
https://www.thenbs.com/knowledge/what-is-cobie
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「Type」と「Component」のシートに記載され
ている，仕様（色，材料構成，材質など），形
状（呼び寸法，サイズなど），資産情報（資産
の種類，保証期間など）といった，調達した製
品に関する情報


建物の仕様


フロアの仕様


部屋の仕様


エリアの仕様


構成要素の共通仕様


構成要素の個別仕様


ビルディングエレメントの仕様


維持保全業務


維持保全業者


消耗品


矢印は包含される関係を示す
包含する側のIDをされる側に記述







BLC BIMオブジェクト標準 v1.0の属性項目
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• NBS BIM Object Standardに日本独自の基準や仕様を
追加（日本で使用しない項目も削除しない）


• BLC_管理情報項目


• STEMやCI-NETと連携するための項目


• JPNPset_xxxCommon


• 日本特有の建築エレメントのIFC common property sets


• BOS_DATA


• 日本に独自の基準や仕様：BOS_DATA-1


• 製品特有の仕様：BOS_DATA-2（メーカーオブジェクト）







建築オブジェクトの分類


16


• コンポーネント型


• 部位、部材、機器等でひとつのまとまった製品


• 窓、ドア、エレベータ、エスカレータ、設備機器など


• レイヤード型


• 材料や建材等を層状に組み合わせて施工されるもの


• 壁、床、天井など


• アセンブリー型


• コンポーネントの組み合わせで成立する製品


• キッチンシステム、洗面化粧台、バスユニットなど







アセンブリー型の例（キッチンシステム）


全体


基本ユニット


水栓


加熱機器


レンジフード


ウォール
キャビネット


ディスポーザー


食洗機 ウォール
キャビネット


フロア
キャビネット


水栓


食洗機


加熱機器


レンジフード


その他付属品


JPNPset BOS_Data







属性情報の入力者
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• BIMオブジェクトに入力して配信する項目
• 建築エレメントの分類を特定する情報


• 配信するオブジェクトの形状やサイズ（仮も含む）


• 製造者、製品のカタログ情報（メーカーオブジェクトのみ）


• 設計者が入力する項目
• 建築エレメントに要求される性能：IFC


• 工事仕様に関する情報：COBieの一部


• 日本独自の機能や仕様、オプション類：BOS_Data-1


• 取り扱い製品外の仕様情報（メーカーオブジェクトのみ）


• 施工者が入力する項目
• 色や仕上など現場におけるもの決め情報：COBieの一部


• シリアル№など製品の固有情報：COBieの一部


• 製造者、製品のカタログ情報（ジェネリックオブジェクトのみ）


• 発注者が入力する項目
• 保証期間などメンテナンス契約に関する情報：COBieの一部







BIMライブラリ技術研究組合（BLCJ）
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• 国土交通省：建築BIM推進会議の「BIMモデルの形
状と属性情報の標準化」部会に位置づけ


a. 試作検討業務に基づく課題の整理


b. BLCJ標準(version1.0)の見直し


c. BIMオブジェクトの作成


d. BIMライブラリの構築に向けて基本・詳細仕様の整理及
び構築の準備


e. 日本版ワークフロー、建築確認、仕様情報等との連携


f. 運用規約類の確定、運用・モニタリング体制・方法の
検討


g. 他分野等の先進的技術の適用可能性の把握


h. 事務局機能の強化







BLCJの体制
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BLCJにおける建築部会の活動内容と体制
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• 属性項目標準の再確認


• 確認申請対応


• 各種BIMソフトウエアへの実装


• 建築生産ワークフローとの擦り合わせ


• 構造部位の属性項目の一般化


• ジオメトリ表現の検討


• 2D図面表現時の表現


• パラメトリック機能の一般解


• ジェネリックオブジェクトの作成


• ネイティブファイル


• 形状情報WG、属性情報WG、構造WG、施工計画WG、建築
オブジェクト作成WG


ポイント


設計段階を対象とした一般
的な標準項目の整備


積算、加工などへの連携や
利便性の高い振る舞いなど
はBLCJの対象外








BIMライブラリ技術研究組合 ｢BLCJ：建築部会名簿｣    2019/12/10


会
員
区
分


建
築
部
会


1 芝浦工業大学 建築学部 建築学科 教授 志手 一哉 T1 1


2 BLCJ／(一財)建築保全センター 専務理事・所長 寺本 英治 J 1


一般企業会員 1


1 アイテック(株) 代表取締役 木村 雄一 S3 1


2 (株)梓設計 Dワークス 副主幹 石川 隆一 S1 1


3 エーアンドエー(株) ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ本部 商品開発部 本部長 木村 謙 S3 1


4 (株)ＦＭシステム システム営業部 取締役 石曽根 栄之 S3 1


5 (株)大林組 ｉＰＤセンター企画管理部 部長 本谷　淳 S1 1


6 応用技術(株) 事業戦略本部 大島 友延 S1 1


7 (株)奥村組 管理本部 情報ｼｽﾃﾑ部 BIM推進ｸﾞﾙｰﾌﾟ 日野　元 S1 1


8 河村電器産業(株) ﾋﾞｼﾞﾈｽ推進G 受注改革ｿﾘｭｰｼｮﾝ課 榎 寿哲 S1 1


9 (株)キャディアン 建築設備部 ﾁｰﾑﾏﾈｰｼﾞｬｰ 山﨑 裕子 S2 1


10 (株)キャディアン 建築設備部 ﾁｰﾑﾏﾈｰｼﾞｬｰ 荻原 陽子 S2 1


11 (株)久慈設計 東京支店BIM推進室 室長 梅澤 佑介 S1 1


12 (株)久慈設計 東京支店BIM推進室 主査 青野 智史 S1 1


13 (株)熊谷組 建築事業本部 建築技術統括部 生産BIM推進室 課長 長田 公秀 S1 1


14 (株)久米設計 設計推進部 上席主査 田中　武 S1 1


15 グラフィソフトジャパン(株) プロダクトﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ ﾏﾈｰｼﾞｬｰ ﾄﾛﾑ ﾍﾟｰﾃﾙ S1 1


16 グラフィソフトジャパン(株) ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 平野　雅之 S1 1


17 (株)建築ピボット 代表取締役社長 千葉 貴史 S3 1


18 (株)建築ピボット 開発部 取締役 長谷川 秀武 S3 1


19 佐藤工業(株) BIM推進部 部長 弘法堂 啓一 S1 1


20 佐藤工業(株) BIM推進室 山口 善弘 S1 1


21 (株)佐藤総合計画 情報開発ｾﾝﾀｰ ｾﾝﾀｰ長 網元 順也 S1 1


22 (株)佐藤総合計画 情報開発ｾﾝﾀｰ 主任 糸島 光洋 S1 1


23 (株)佐藤総合計画 情報開発ｾﾝﾀｰ 主任 三宅 奈美 S1 1


24 (株)佐藤総合計画 情報開発ｾﾝﾀｰ 主任 斎藤 崇志 S1 1


25 (株)佐藤総合計画 情報開発ｾﾝﾀｰ 主任 大澤 未希 S1 1


26 住友セメントシステム開発(株) FMｿﾘｭｰｼｮﾝ部 ｿﾘｭｰｼｮﾝ開発ﾁｰﾑ ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ 大林 広樹 S1 1


27 (株)大建設計 技術部門デザインセンター 取締役 統括部長 井上 久誉 S1 1


28 (株)竹中工務店 設計本部 副部長 池田　英美 S1


29 (株)竹中工務店 設計本部 課長 牛戸　陽治 S1 1


30 (株)竹中工務店 生産本部ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ部 課長 足立 友和 S1 1


31 (株)テイル 課長 水野 昭洋 S3 1


32 デュアル･アイ･ティ(株) 代表取締役 德永 義明 S3 1


33 デュアル･アイ･ティ(株) 取締役 岩渕 竜一 S3 1


34 東急建設(株) BIM推進部 部長 林　征弥 S1 1


35 東急建設(株) BIM推進部 橋口 達也 S1 1


36 東急建設(株) BIM推進部 課長 吉村 知郎 S1 1


37 東急建設(株) BIM推進部 課長 邊見 一考 S1 1


No 会 社 名 所　属 役　職 氏　名
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No 会 社 名 所　属 役　職 氏　名


38 東電設計(株) 建築本部建築設計部 佐藤 浩二 S2 1


39 東電設計(株) 建築本部建築設計部 小松崎 博敏 S2 1


40 ＴＯＴＯ(株) 商品販売企画部　商品販売企画G ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ 東元 詩朗 S1 1


41 ＴＯＴＯ(株) お客様相談ｾﾝﾀｰ商品情報G 企画主査 小嶋 香織 S1 1


42 ＴＯＴＯ(株) 商品販売企画部　商品販売企画G ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ 鈴木 雅大 S1 1


43 (株)日積サーベイ 東京ｵﾌｨｽ 建築ｺｽﾄ部 BIMｿﾘｭｰｼｮﾝ室 ﾁｰﾌ 高橋 肇宏 S3 1


44 (株)日建設計 設計部門 3Dｾﾝﾀｰ室 室長代理 安井 謙介 S1 1


45 (株)日建設計 設計部門 3Dｾﾝﾀｰ室 石田　憲 S1 1


46 (株)日本設計 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ管理部 BIM室 室長 岩村　雅人 S1 1


47 日本郵政(株) 不動産部門 施設部 品質管理ｸﾞﾙｰﾌﾟ ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞ 小林　伸樹 S1 1


48 日本郵政(株) 不動産部門 施設部 品質管理ｸﾞﾙｰﾌﾟ 主任 長谷部 洋輔 S1 1


49 日本郵政(株) 不動産部門 施設部 施設保全ｸﾞﾙｰﾌﾟ 担当 佐藤 宏一 S1 1


50 野原ホールディングス(株) VDCｶﾝﾊﾟﾆｰ ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 能勢 平太郎 S1 1


51 野原ホールディングス(株) VDCｶﾝﾊﾟﾆｰ ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 石田　渉 S1 1


52 (株)ノーリツ 関東支社 営業推進部 技術ｸﾞﾙｰﾌﾟ ﾘｰﾀﾞ 池内 康彦 S1 1


53 (株)ノーリツ 関東支社 業用営業部 ﾘｰﾀﾞ 樋口 昌輝　 S1 1


54 (株)ノーリツ 関東支社 営業推進部 技術ｸﾞﾙｰﾌﾟ 関根 悦子 S1 1


55 (株)ノーリツ 関東支社 営業推進部 技術ｸﾞﾙｰﾌﾟ 金子 和宏 S1 1


56 (株)ノーリツ 関東支社 業用営業部 田中　朗 S1 1


57 (株)ノーリツ 関東支社 業用営業部 伊藤 啓慈 S1 1


58 パナソニック(株) ﾏﾆｭﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ本部MSC 課長 渡邉 純一 S1 1


59 パナソニック(株) ﾏﾆｭﾌｧｸﾁｬﾘﾝｸﾞｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ本部MSC 主任技師 小柴 慎一 S1 1


60 パナソニック(株) ﾗｲﾌｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ社ものづくり革新本部 主幹 石田 哲夫 S1 1


61 パナソニック(株) ﾗｲﾌｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ社ものづくり革新本部 主務 上野　賢 S1 1


62 パナソニック(株) ﾗｲﾌｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ社 ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ事業部 部長 青井 克行 S1 1


63 パナソニック(株) ﾗｲﾌｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ社 ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ事業部 課長 加々良 直孝 S1 1


64 福井コンピュータアーキテクト(株) 住宅事業部 次長 伊井教晶 S1 1


65 福井コンピュータアーキテクト(株) J-BIM推進課 主任 飯島　勇 S1 1


66 三井物産(株) 鉄鋼製品本部 総合事業開発部 担当 中嶋 芳宏 S1 1


67 三井物産(株) 鉄鋼製品本部 総合事業開発部 ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 村木　亮 S1 1


68 三井物産(株) ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽﾏﾃﾘｱﾙｽﾞ本部 機能材料事業部 担当 足立 航平 S1 1


69 三井物産(株) 三井物産スチール　総合力事業部　 部長 近藤 義和 S1 1


70 三井物産(株) 戦略研究所　技術ﾄﾚﾝﾄﾞ基礎調査ｾﾝﾀ ｾﾝﾀｰ長 濱口　淳一 S1 1


71 三井物産(株) 三井物産ｽﾁｰﾙ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ資材部門 課長 岩柳 哲夫 S1 1


72 (株)安井建築設計事務所 ICT室 情報技術主任 幡宮 祥平 S3 1


73 (株)山下設計 設計開発室・ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ室 主管 家原憲太郎 S1 1


74 (株)LIXIL LBTJ市場開発統括部 住設営業G 技術設計T　 ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞ 二瓶 伸夫 S1 1


75 (株)LIXIL LBTJｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ営業部 担当部長 西村 雅雄 S1 1


76 (株)LIXIL ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ部門 商品情報統括部 ｶﾀﾛｸﾞ企画部 水野 順之 S1 1


77 (株)LIXIL LWTJｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ本部 ﾌﾟﾛｾｽ改革部 商品情報G 主査 盛田 裕紀 S1 1







BIMライブラリ技術研究組合 ｢BLCJ：建築部会名簿｣    2019/12/10


会
員
区
分


建
築
部
会


No 会 社 名 所　属 役　職 氏　名


78 ＹＫＫ ＡＰ(株) 代表取締役社長 堀 秀充 S1 1


79 ＹＫＫ ＡＰ(株) 設計施工技術部 CAD・BIM推進グループ 課長 藤川 典久 S1 1


1


団体会員 1


1 (一社)日本建設業連合会 代表理事 山本 徳治 T2 1


2 (一社)日本建設業連合会 建築部 部長 山口 成佳 T2 1


3 (一社)日本建築積算事務所協会 副会長 楠山 登喜雄 T2 1


4 日本建築仕上材工業会 会長 藤井 実広 T2 1


5 日本建築仕上材工業会 事務局 次長 越中谷 光太郎 T2 1


6 (一社)日本サッシ協会 技術部長 在塚 均 T2 1


7 (一社)日本リノベーションマネジメント協会 理事 山本 隆彦 T2 1


8 (公社)日本建築士会連合会 石川 隆一 T2 1


事務局 1


1 ＢＩＭライブラリ技術研究組合 参事 堀　直志 J 1


2 ＢＩＭライブラリ技術研究組合 事務局 鬼頭 篤子 J 1


3 ＢＩＭライブラリ技術研究組合 事務局 山中　隆 J 1


4 (株)ｼﾞｪｽﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾙｰﾑ 尾島研究室 事務局 渋田　玲 J 1


1


オブザーバ会員(今季加入予定等) 1


1 (株)大塚商会 ﾏｰｹｯﾄ本部CADﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ部 課長 近藤　敏之 S1 1


2 (株)大塚商会 ＰＬＭｿﾘｭｰｼｮﾝ営業部 専任課長 飯田　千恵 S1 1


3 大成建設(株) 設計本部設計品質技術部　 シニア・エンジニア 大越　潤 S1 1


4 (株)シスプロ 技術担当 執行役員 本田 礼之 S1 1


5 清水建設(株) 設計技術部 生産改革ｸﾞﾙｰﾌﾟ 設計長 大内 政治 S1 1


6 日立グローバルライフソリューションズ(株) 空調営業ｻｰﾋﾞｽ統括本部 経営管理室 部長代理 森　　崇 S1 1


7 三菱電機照明(株)　 鳥居 龍太郎 S1 1


8 (地法)日本下水道事業団 事業統括部 上席調査役 富樫 俊文 S1 1


9 (地法)日本下水道事業団 技術戦略部　技術基準課 課長代理 井上　賀雅 S1 1


10 (地法)日本下水道事業団 情報ｼｽﾃﾑ室 室長代理 金澤 純太郎 S1 1








第 1回 BIMライブラリ技術研究組合（BLCJ）建築部会 議事録（案） 


日時：2019/11/28(木) 15:00～17:00 


場所：BIM ライブラリ技術研究組合 会議室 


出席者：(順不同) 


氏名 所属 氏名 所属 


安福 健一朗 河村電器産業(株) 水野 順之 (株)LIXIL 


上野 賢 パナソニック(株) 小柴 慎一 パナソニック(株) 


能勢 平太郎 野原ホールディングス 大越 潤 大成建設(株) 


大澤 未希 (株)佐藤総合計画 三宅 奈美 (株)佐藤総合計画 


馬場 勇輝 安井建築設計事務所 水野 昭洋 (株)テイル 


弘法堂 啓一 佐藤工業(株) 田中 武 (株)久米設計 


石川 智也 (株)石本建築事務所 髙橋 肇宏 (株)日積サーベイ 


家原 憲太郎 (株)山下設計 岩村 雅人 (株)日本設計 


加々良 直孝 パナソニック(株) 青井 克行 パナソニック(株) 


遠藤 元樹 (株)熊谷組 石田 憲 (株)日建設計 


宮内 徹 国土交通省 田伏 翔一 国土交通省 


志手 一哉 芝浦工業大学 髙橋 暁 建築研究所 


武藤 正樹 建築研究所 東元 詩朗 TOTO(株) 


石井 彰 TOTO(株) 長谷川 秀武 (株)建築ピボット 


寺本 英治 BLCJ/BMMC 本谷 淳 (株)大林組 


楠山 登喜雄 (社)日本建築積算事務所協会 池内 康彦 (株)ノーリツ 


金子 和宏 (株)ノーリツ 安井 謙介 (株)日建設計 


木村 謙 エーアンドエー(株) 日野 元 奥村組 


山口 善弘 佐藤工業(株) 長谷部 洋輔 日本郵政(株) 


佐藤 宏一 日本郵政(株) 小林 伸樹 日本郵政(株) 


足立 友和 (株)竹中工務店 石曽根 栄之 (株)FM システム 


牛戸 陽治 (株)竹中工務店 飯島 勇 福井コンピュータアーキテクト(株) 


石川 隆一 (株)梓設計 在塚 均 日本サッシ協会 


呼子 政史 (社)日本リノベーションマネジメント協会 伊藤 啓慈 (株)ノーリツ 


田中 朗 (株)ノーリツ 岩柳 哲夫 三井物産スチール(株) 


山口 成佳 (社)日本建設業連合会 山中 隆 BLCJ 


堀 直志 BLCJ 渋田 玲 BLCJ 


鬼頭 篤子 BLCJ  以上 55 名 







【配付資料】 


第 1 回 BIM ライブラリ技術研究組合（BLCJ）建築部会議事次第 


資料 1. BIM ライブラリ技術研究組合の技術運営委員会等の設置及び運営に関する細則 


資料 2. 2019 年度 BIM ライブラリ技術研究組合の事業方針及び事業計画の説明 


資料 3. BIM オブジェクトライブラリの拡充と法適合判定等に必要な情報連携手法の開発 


資料 4. 2018 年度 PRISM の課題整理 


資料 5. BIM ライブラリとオブジェクトに求められるもの 


資料 6. BLCJ 建築部会各 WG のスケジュール（会議内で差替） 


資料 7. 国土交通省通知 建築 BIM 推進会議の下に設置する部会について 


追加資料１． 第 3 回建築 BIM 推進会議配付資料（9 月 2 日開催、会議内で配布） 


追加資料２． BIM ライブラリ－コンソーシアムの活動について 


追加資料３． 建築部会参加者名簿 


 


【議事】 


事務局より開会挨拶を行った。 


 


1. 建築部会参加メンバー紹介 


志手部会長より開会挨拶。【資料 1(p5/28)】研究実施体制の建築部会の体制に基づき、部会


長・副部会長・各 WG 主査の紹介を行った。また、出席者全員の自己紹介を行った。 


 


2. BIM ライブラリ技術研究組合（BLCJ）の経過及び研究体制 


寺本プロジェクトリーダー（以下、「PL」という。）より、【資料 1(p6/28)】体制図につい


て説明を行った。 


BLCJ の総会、理事会のもとに事務局を置き、研究は技術運営委員会のもとに在り方部会、


建築部会、設備部会、運用部会、連携部会、タスクグループで行う。技術運営委員会はプロ


ジェクトリーダーと各部会主査で構成し、各部会に跨がる決定を行う。タスクグループは技


術運営委員会の了解の下に必要に応じて設置し、新技術や必要技術について調査研究を行


う。各部会の概要を【資料 1(p3/28)】2.(1)から(5)に基づき説明。各部会のコアメンバーを


【資料 1(p5/28)】に基づいて紹介した。 


 


志手部会長より建築部会の各ワーキンググループ（WG）について説明を行った。 


【資料 1(p6/28)】建築部会の枠内にあるとおり、以下 5 つの WG を運営する。「形状 WG」


は 3D 形状の表現・ジオメトリ、2D での表現方法、パラメトリックオブジェクトの取扱等







を考えていく。「属性情報 WG」は昨年 10 月に BLCJ 標準(version.1.0) （以下、「BLCJ 標


準」という。）の属性項目について、実務を踏まえて過不足がないか確認を行っていく。「構


造 WG」は ST-Bridge のオブジェクト標準にどう適合するか検討を行う。「施工 WG」は日


建連 BIM グループと連携し、施工時に用いる仮設足場・クレーン等のオブジェクトの検討


を行う。「建築オブジェクト作成 WG」では形状 WG・属性情報 WG での決定を基に、実オ


ブジェクトの作成を行う。当面は基本的に全 WG を同時開催とする。 


 


3. BLCJ の 2019 年度事業計画について 


寺本 PL より今年度事業方針と事業計画について説明。技術研究組合の申請時作成した事


業方針及び事業計画【資料 2(p7/28)】の 1. 2019 年度事業方針の(1)概要、(2)重点取り組み


事項について読み上げ説明を行った。事業計画、大まかなフロー、テーマを【資料 2(p8/28)】


の図に記載した。 


 


（質疑） 


志手： 「BLCJ 標準」を閲覧できるか？ 


山中： 建築保全センターWeb サイト内の BLC のコンテンツに pdf で公開している。 


    一般財団法人 建築保全センター>BIM ライブラリーコンソーシアム>BLC について＞ 


BIM ライブラリーコンソーシアムについて https://www.bmmc.or.jp/blc/about/ 


■平成 30 年 8 月 7 日（火）に開催した 


ＢＬＣ ＢＩＭオブジェクト標準【ＢＬＣ標準】（素案）説明会の資料 


  【資料 4】 資料編  


【資料 7】 参考資料・訂正資料  


 


4. 昨年度 PRISM の課題整理報告 


寺本 PL より 2018 年度 PRISM の課題整理について【資料 4(p11/28)】を用いて説明。 


試作オブジェクトを 102 個作成し、試行サイトで動かしてみて明らかになった課題と対


応について p11～17/28 の表に整理した。各課題について、それに主担当として対応する


WG を●印、サブ担当する WG を〇印で示し、右欄には対応方針を記載した。建築 WG で


は 「(1)試作オブジェクトに関する課題と対応」が殆どである。 


【資料 4(p18/28)】にオブジェクト作成のプロセスについて整理した。オブジェクトの要


求仕様の設定、サンプル試行、確認してから本格的作成を行っていく。 


例として（1）①の「パラメトリックでないこと」に関して【資料 4(p19/28)】のオイル


タンクの例では、個別のオブジェクトを容量毎に作成するか、一つのオブジェクトの寸法を


無段階でパラメトリックにするか、選択式も考えられるが、BIM ソフトに応じたネイティ



https://www.bmmc.or.jp/blc/about/

https://www.bmmc.or.jp/blc/about/pdf/blc_bim_4_siryou.pdf

https://www.bmmc.or.jp/blc/about/pdf/blc_bim_7_siryou.pdf





ブファイルを用意する必要があり、ソフト毎に対応も異なる。 


【資料 3(p9/28)】に今年度の PRISM 業務「BIM オブジェクトライブラリの拡充と法適


合判定等に必要な情報連携手法の開発」について、と分担を記載した。●印は主担当する部


会、〇印は参加支援する部会を示す。調査報告書の個別データは各 WG で纏めて頂き、事


務局で全体の編集を行う。 


 


志手部会長より補足。PRISM は技術研究組合の活動の一つとして位置づけられる。年度


区切り予算のため、2020 年 3 月までの課題である。各部会が役割を担当しながら、建築部


会では建築意匠設計で試用するオブジェクトを 50 個作成する。前年度は IFC、共通互換の


フォーマットで対応したが、今年度はネイティブデータで対応する。 


 


（質疑） 


石川 隆一：確認申請対応について 2020 年 3 月までに完了するとは考えにくい 


寺本： 「1）データの拡充」、「2）配信環境の開発」は“確定、策定”と表現しているが、「3）


法適合判定等に必要な情報連携手法」は“検討”と表現した。情報収集の中で確定し


ない部分はあり、わかる範囲で整理を行う。ジェネリックオブジェクト・メーカー


オブジェクトに何を反映するか、まだ確定できないが検討を進める。 


武藤： 連携は相手が居るので BLCJ だけで完結しない。どういう情報が提供でき、提供先


の利便性や要求にどう応えるか整理できれば良い、という意味での“検討”や“ヒア


リング”という表現とした。連携部会で押さえるべきイメージは持っているので、


議論をさせて頂く。3 月までに何かしら検討結果を出す。 


 


5. 建築 BIM 推進会議経過報告 


建築指導課 田伏課長補佐より、建築 BIM 推進会議の経過について概要が報告された。建


築 BIM 推進会議は指導課、官庁営繕、建設業課の 3 課が主催し、6 月に第 1 回を開催。9 月


頭に第 3 回まで行った。第 3 回までに「建築 BIM の将来像と工程表」に関わる 7 つの役割


分担を決め、作業部会を設置した。部会 1 は国が主導し、部会 2 以降は民間各団体での活


動を部会と見なして検討を進めている。（【第 3 回建築 BIM 推進会議 資料 2-1】p12～） 


部会 1.「BIM を用いた建築生産・維持管理に係るワークフローの整備」は国で建築 BIM


環境整備部会を設置し、ワークフローの整備を行っていく。 


部会 2.「BIM モデルの形状と属性情報の標準化」は【資料 7(p27/28)】にもあるように、


BLCJ を部会として位置付けて検討。 


部会 3.「BIM を用いた建築確認検査の実施」は建築センター・日本 ERI を中心に松村先


生と協議会を設置し部会とする。 


部会 4.「BIM による積算の標準化」は日本積算事務所協会の検討の場を部会と見なす。 







部会 5.「BIM の情報共有基盤の整備」は buildingSMART Japan を部会と見なす。 


「6.人材育成、中小事業者の活用促進」および「7.ビッグデータ化、インフラプラットフ


ォームとの連携」については部会の設置には至らないが、Society5.0 の今後の社会、ビッグ


データ利用、インフラプラットフォームとの連携、デジタルツインがどう拡がっていくか考


えていく。1～7 を総合して将来像をまとめていく。12/16 には第 2 回建築 BIM 環境整備部


会を予定している。 


 


志手部会長より補足。建築 BIM 推進会議の部会 2.「BIM モデルの形状と属性情報の標準


化」が BLCJ の役割である。【第 3 回建築 BIM 推進会議 資料 2-1】p14 の 2-1.～2-5.の項


目が検討事項として課されている。最終的にはライブラリの公開、オブジェクトの拡充が目


的となっていく。 


 


6. その他 


志手部会長より、建築部会のスケジュールと方針について、【資料 6(p25/28)】BLC 建築


部会各 WG のスケジュールの更新版を投影して説明。 


BMMC サイト内に「BLC-BIM オブジェクト標準（Ver1.0）に関する報告書(素案)」が公


開、ダウンロード可能。「2.2 BLC 標準の基本的な構造、分類及び用語」の中に BLCJ 標準


の属性項目の考え方が整理されている。形状 5 項目、属性情報が 10 項目書かれている。属


性情報に関わる項目は主としてイギリス NBS の BIM オブジェクト標準をベースに、日本


で適用できるようカスタマイズして整備している。 


プロパティグループが 6 つあり、BLC 管理情報項目は STEM サイトで扱う情報、IFC・


COBie・BOS が NBS 標準にほぼ合致した情報。 


「IFC」は buildingSMART International の IFC4 のコモンプロパティセットで、壁・床


などビルディングエレメント毎に対する要求性能（遮音性能・防火性能など）を整理してい


る。 


「COBie」は BIM ソフトから COBie 形式でデータを書き出し、FM ソフト CMMS で読


み込むための属性情報変換の Excel シート。11 シートのうち Type シートと Component シ


ートが BIM オブジェクトと合致しており、その内容をこのグループの属性項目としている。 


「BOS_General」の BOS は BIM Object Standard で、分類コード、メーカー、仕様書、


カタログ URL 等が列記されたもの。 


「BOS_Data1,2」は IFC,COBie の属性項目に該当しない 日本独自の標準項目をエレメン


ト毎に整理した。BOS_Data1 はジェネリックオブジェクトに、BOS_Data2 はメーカーオブ


ジェクトに対応した自由領域。 


BLC 建築部会では昨年までの 3 年間、昨年まで大きく分けて 3 つ、コンポーネント型、


レイヤード型、アセンブリー型の属性情報の整理を行ってきたが、BOS-Data1 を検討して







きたことになる。コンポーネント型は窓・ドア・設備機器など、独立したオブジェクトとし


て配信できそうなもの。レイヤード型は壁・床・天井など、層になっているもの。アセンブ


リー型は日本特有なもので、コンポーネントの組み合わせで成立するシステムキッチンな


ど。窓・ドア・エレベータ・エスカレーター・床・壁・天井・システムキッチン・洗面化粧


台・ユニットバスの属性項目について整理を行った。 


これらを前提として、BLCJ 建築部会の各 WG は何を行うか【資料 6(p25/28)】 


建築 BIM 推進会議対応の 2019 下期「オブジェクト標準の提案」は BLC 標準 Ver1.0 に


実務上不足項目がないこと確認して標準の提案を行う。 


2020 年上半期「仕様情報との連携」は BIM オブジェクトの属性項目の中には書き切れな


い文章や図としての仕様情報との連携を検討していく。「BLCJ サンプルモデルの検討」は、


2020 年秋の配信サイト公開を目標にジェネリックオブジェクト、メーカーオブジェクトの


サンプルモデルの検討を行う。 


2020 年下半期は BLCJ 標準 version2.0 について BLCJ 全体に対しても建築部会から提案


することになる。「サンプルモデルの公開」は BLCJ 建築部会で作成したオブジェクトを用


いた建物の BIM モデルをサンプルとして世に公開し、利用解説も作っていく。 


2021 上半期は配信サイトがオープンしている予定のため、対応するエレメントの種類を


拡大していく。下半期はサンプルモデルの建物の種類を増やし、各々利用ガイドをまとめる。


属性項目を標準化したオブジェクトとサンプルモデルを公開し、利用者に試してもらうこ


とができるようにする。 


属性 WG では 2020 年上半期までに BLCJ 標準の試行検証、実務者へのヒアリング、簡単


な建物モデル作成、属性モデルの過不足の検証を行っていく。市販の BIM オブジェクト


（BooT.one、RUG など）の標準形状、BIMobject®やカタログ、CG など各配信サイト等と


どう連携していけるか検討する。 


2020 年下半期は BLCJ のジェネリックオブジェクトを使ってサンプルモデルでの検証、


属性項目の標準化による関連ソフトとの連携可能性を確認する。2021 年度はライブラリ拡


充、BLCJ 標準 version2.0 に向けての検証を行う。 


 


形状 WG のスケジュールについて在塚氏より説明。表中の形状 WG の上の段は推進会議


対応での方針に伴い形状 WG で行うこと、下の段はそのために必要な事を少し詳しく記載


している。 


2019 年下半期「利便性向上のスコープ設定」は利用者目線で確認した方が良い部分があ


ると思われるため、属性やダウンロードして本当に使いやすいのか優先順位を捉える。サン


プルモデルの細かい設定が一致しているか確認していく。 


2020 年度上半期は図面表現、形状が適切か最終確認していきたい。下半期はライブラリ


追加モデルの精査、公開モデルのヒアリング対応を行う。 


2021 年上半期は学校等用途が増えるものも含めてライブラリを増やしていくことに対応







を行っていく。 


 


オブジェクト作成 WG について石田 WG 主査より説明。年度末までは当面 PRISM 対応


がメインとなる。属性 WG と形状 WG での決定事項をもとに実際の BIM ソフトにどう対


応するかを加味しながらライブラリやシステムとして動くための属性を含めて検討し、公


開していく。サイトで公開しながら 2020 年上半期から継続的に拡充していく。 


 


施工計画 WG について志手部会長より説明。形状 WG・属性 WG･作成 WG はほぼ一体


的に開催していくが、施工計画 WG は基本的に日建連で検討していく。現状はクレーンの


オブジェクトについて重機メーカーとジェネリックオブジェクトをどう作るか検討してい


る。いずれは配信することになる。仮設と本設の建築オブジェクトは性格が異なるが、管理


項目を BLCJ 標準と統一するなど調整。「施工 BIM の手引き」の改訂版への解説に繋げる。 


 


構造 WG について大越 WG 主査より説明。構造は ST-Bridge で一貫計算データと BIM


ツールを繋ぐことが既に実現しており、その情報の洗い出しを行う。ライブラリについては


ST-Bridge に対応した物が既に公開されており、それを前提に部分的に試行を行っていく。 


来年度上期はその情報をもとに多数のソフトに対応した形のライブラリ作成および試行


を予定している。その先は仕様情報の再検討とライブラリ拡充を繰り返し実行していく。 


 


志手： 以上が建築部会の向こう 3 年間の活動計画。【資料 6(p25/28)】の更新版は会員サ


イトかメール配信により配布する。 


武藤： 【資料 6(p25/28)】PRISM 対応の日付は 3 月 16 日より 3 月 12 日に訂正。 


 


（質疑） 


安井： 建築 BIM 推進会議との連携は、BLCJ 内の部会のどこが対応するのか。例えば建


築 BIM 推進会議資料 p14 の「2-5.ライブラリと仕様情報の連携」→「4-1.分類体


系の検討」→「2-2.オブジェクト標準」の矢印がある。ワークフローがいろんなと


ころで議論されていて、それがオブジェクト標準とどう連動するのか議論する必


要があるが、どこの部会が対応するのかわからない。 


寺本： 窓口できめ細かく対応したい。各部会の丁寧な説明を考えて参加して頂くことを


考える。 


田伏： 詳細は今後調整。連携の内容については今後具体化していくに応じて事務局で窓


口をして各部会に振るか、事前に割り当てるか、運営の仕方は追々検討頂きたい。 


志手： 部会 4.の積算協会は他団体が入れるように協議会をつくり、それを部会 4.として


いるが、BLCJ 内の各部会と部会 2.との対応関係はどうなるか。 


寺本： 部会 2.に対応する BLCJ 内部会を追加で設けるのは難しい。現行の各部会に参加







頂く形としたい。 


田伏： bSJ や積算協会は各団体の規約の事情により別途会議体をつくった。部会 3.にオブ


ザーバーは参加可能となっている。各団体のケースバイケース。 


寺本： 【資料 1】(p5/28)5.にオブザーバーとしての参加について記載している。部会長・


主査の了解がある場合と公共団体は参加できる。BLCJ も団体から参加頂く方は無


料。 


楠山： 今行っている建築部会等は自動的に【資料 7】(p27/28)BIM 推進会議の部会を兼


ねているという認識でよいか？ 


田伏： そのように扱わせていただく。 


楠山： これまで建築部会に参加させて頂いてきたが、他の部会の動きを知ることは重要。


他部会の情報をわかりやすいサイトやコミュニケーションツールなどで実現して


もらえると助かる。また、今から他部会に参加したい場合は参加可能か。 


寺本： BLCJ サイトは作業中。各部会情報、議事、資料を掲載の予定。新部会への参加は


人数把握のために参加希望を募ったが、事務局にご連絡頂ければ追加可能。 


楠山： 今日の資料、メンバーは少なくとも参加委員には資料として頂きたい。 


山中： 各 WG の募集を部会の申込と別にメール送付させて頂く。同様に返信頂ければ。 


 


以上 





